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1．2008（平成20）年度の主な活動

京都文化博物館は、2008年10月に開館20周年

を迎えることとなった。20年間の歩みを振り返って

みると、開館から2008年9月までの間に、特別展

示室及び常設展示室の入場者数6,013,800人、5

階・6階・別館の貸室入場者数2,489,243人で、更

にろうじ店舗等への来館者4,051,805人を加えると

総入館者12,554,848人を迎えたことになる。

博物館では20周年を記念し、源氏物語関連を含

む一連の特別展を開催したほか、記念事業として10

月1日から5日までの5日間を常設展無料公開した。

また、6月からは特別展において金曜日の閉館時間

を19時30分まで延長して夜間開館を開始し、併せ

て金曜日夕方18時から随時、学芸員による特別展

のギャラリートークを開始。さらに10月からは小

学生・中学生・高校生を対象に常設展の恒常的な無

料公開を開始した。

なお、2008年4月から、京都府の指定管理者制

度に則った運営が開始された。

2008年は「源氏物語」が古記録に初出する寛弘5年11月（1008）からちょうど一千年めにあたる。同

年を「源氏物語千年紀」と定め、作品が後世に与えた影響などの再評価と事業展開を求めて、日本を代表

する文化人らが千年紀の呼びかけをおこなった。これを受けて京都府を中心に京都市、宇治市、京都商工

会議所等で源氏物語千年紀実行委員会が立ち上げられ、さまざまな源氏物語千年紀事業が展開されたが、

京都文化博物館においては、春・秋に特別展を開催したほか、企画展や、これに関わる多くの関連事業を

開催し、その中核的役割を果たした。

まず、4月26日から6月8日まで開催した「源氏物語千年紀展 ～恋、千年の時空をこえて～」では、

国宝・重要文化財等40点を含む計約160点の美術品や歴史資料によって「源氏物語」の魅力と千年にわ

たる受容の変遷を展開した。39日間の会期で、13万8501人の入場者を迎えた。また、瀬戸内寂聴氏を

はじめとする連続の講演会では、席数を上回る参加申込を受け、盛況を博した。

10月2日から11月16日まで開催した「読む見る遊ぶ　源氏物語の世界-浮世絵から源氏意匠まで」で

は多くの一般庶民に普及した江戸時代に焦点をあて、源氏物語をさまざまな形で受入れ、楽しみ、後世に

伝える庶民の知恵やパワーを感じさせる展覧となった。

さらに、3階の美術工芸展示室では、6月17日から7月27日まで「源氏香の世界」と「現代京都画壇に

「源氏物語千年紀展」ちらし
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おける源氏物語絵」、8月1日から9月21日まで「永樂即全『源氏物語五十四帖』と十七代永樂善五郎」、

9月26日～10月24日まで「雅の継承-源氏物語絵巻に挑む～田中親美・川面義雄」、11月1日から12月

21日は「匠の美と技-京を彩る雅の世界」と4本の企画展を展開した。常設展示場であったため広報が十

分展開できないきらいはあったが、合わせて8万人を越える来館者を迎えた。ふたつの特別展を合わせて、

源氏物語千年紀関連展示においては25万1794人の入場者となった。

2008（平成20）年度入館者一覧 

 年月
常設展 特別展 計 ギャラリー 総計 

有料 無料 計 有料 無料 計 有料 無料 計 作家 一般 別館 計 

 2008.4 2,145 1,422 3,567 13,464 10,547 24,011 15,609 11,969 27,578 3,182 5,263 2,917 11,362 38,940 
 5 3,148 1,659 4,807 57,345 30,154 87,499 60,493 31,813 92,306 13,904 4,699 5,601 24,204 116,510 
 6 3,199 2,070 5,269 28,137 18,614 46,751 31,336 20,684 52,020 3,618 3,563 1,950 9,131 61,151 
 7 3,749 2,868 6,617 5,393 8,794 14,187 9,142 11,662 20,804 3,487 1,232 7,990 12,709 33,513 
 8 2,854 1,601 4,455 8,713 5,331 14,044 11,567 6,932 18,499 3,321 919 1,615 5,855 24,354 
 9 3,107 1,535 4,642 5,369 6,261 11,630 8,476 7,796 16,272 3,298 2,138 7,516 12,952 29,224 
 10 1,626 3,216 4,842 8,975 7,413 16,388 10,601 10,629 21,230 5,784 6,987 13,007 25,778 47,008 
 11 3,143 4,434 7,577 6,793 9,779 16,572 9,936 14,213 24,149 2,042 11,820 36,529 50,391 74,540 
 12 3,004 2,837 5,841 0 3,746 3,746 3,004 6,583 9,587 1,783 3,939 3,744 9,466 19,053 
 2009.1 1,059 886 1,945 7,263 3,831 11,094 8,322 4,717 13,039 0 3,004 4,246 7,250 20,289 
 2 1,796 1,373 3,169 9,357 6,540 15,897 11,153 7,913 19,066 1,395 5,448 4,797 11,640 30,706 
 3 3,627 2,257 5,884 8,882 8,125 17,007 12,509 10,382 22,891 4,874 3,264 26,707 34,845 57,736 

年度計 32,457 26,158 58,615 159,691 119,135 278,826 192,148 145,293 337,441 46,688 52,276 116,619 215,583 553,024 

 1日平均 105 85 190 518 387 905 624 472 1,096     2,016  （308日） 
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2．資料の収集・利用

当館の所管資料は、大きく二つに分かれる。一つを

館資料、もう一つを管理資料と呼ぶ。館資料は、埋蔵

文化財の発掘調査で出土した考古資料が中心で、他に

若干の絵画資料や歴史資料など、限られた範囲のもの

である。一方、管理資料は、京都府立総合資料館所蔵

資料のうち、当館が管理をする美術工芸、歴史民俗資

料等の文化資料（博物館資料）をいう。これらの資料

については、当館の設立以来、その収集、管理、展示

公開業務を総合資料館から委託されており、具体的に

は同館の収蔵庫で管理しながら、展示を京都文化博物

館で行うとともに、収集・利用等についても、その業

務を当館で行ってきている。

なお、2008年度末での管理資料は51,258点、寄託

資料が332点、一時保管資料が627点であった。

 種　　別 分　野 件点数 分　野 件点数 分　野 件点数 分　野 件点数 分　野 件点数 小　　計　

館 資 料
日本画 3件　　 3点 古文書 24件　26点 典　　籍 20件　233点 絵　　図 18件　20点 複製模本 1件　1点
貴重遺物 83件　501点 一般遺物 2件 　6点 複製模型 3件　　 3点 参考資料 1件　　1点 歴　　史 1件　1点 

156件　795点 

管理資料
日本画 7件　 18点 陶　　器 1件　89点 民　　俗 3件　221点 武　　具 1件　4点 染　　織 1件　1点

歴　　史 1件　　 2点         
14件　335点 

分　野 資　料　名 点数 申　請　者 使用目的（展覧会名） 

考　古 西賀茂瓦窯出土軒瓦 2点 吹田市立博物館 常設展示 

考　古 西賀茂瓦窯出土軒瓦 2点 向日市文化資料館 常設展示 

考　古 広隆寺出土塑像片 一括 大津市歴史博物館 特別展「石山寺と湖南の仏像」 

考　古 平安大極殿跡出土ほか軒瓦 10点 NPO平安京 特別展「紫式部が生きた時代の京都」 

考　古 平安京左京八条三坊七町埋納銭 一括 京都府立山城郷土資料館 特別展「保存科学と考古学」 

考　古 平安京左京八条三坊二町太刀装具鋳型など 23点 埼玉県立歴史と民俗の博物館 特別展「誕生　武蔵武士」 

管理資料

分　野 作　者 資　料　名 点数 

染　織 細見華岳 綴衝立　鷺の図 1 
陶磁器 河合卯之助 響字鉢 ほか 52 
日本画 海北友樵 曲水宴図衝立 ほか 2 
歴　史  井本米泉氏宛て表彰状 ほか 3 

小計　4件　58点 

保管換え資料

分　野 作　者 資　料　名 点数 受　入　先 

日本画 中路融人 映える 1 府南丹広域振興局 

小計　1件　1点 



②管理資料

（2）その他

 分　野 資　料　名 点数 申　請　者 使用目（展覧会名） 

 金工・陶芸 六代清水六兵衞作 2 迎賓館京都事務所 京都迎賓館しつらいのため 
  　　「三彩緑　四方花瓶」 
 日本画 佐々木豊「風景（晨）」ほか 15 京都府文化環境部　文化芸術室 京都府庁内展示のため 
 ・版画 
 日本画 秋野不矩「初冬」ほか 2 毎日新聞社事業本部 「生誕100年記念　秋野不矩展」 
 陶磁器 七代錦光山宗兵衛作 1 読売新聞大阪本社文化事業部 「憧れのヨーロッパ陶磁」展 
  　　「色絵婦子図三足香炉」  奥田元宗・小由女美術館 
 金　工 斎田梅亭作「截金交菱文飾箱」ほか 6 井原市立田中美術館 「金箔芸術の美『截金の人間国宝展』」 
 風　俗 「諸国図会年中行事大成」 1 北九州市立小倉城庭園 「日本のゲーム 
  　　　（吉川観方コレクション）   　　　　～室内遊戯のたのしみ～」展 
 陶　芸 六代清水六兵衞作 1 迎賓館京都事務所 京都迎賓館しつらいのため 
  　　「三彩緑　四方花瓶」 
 日本画 「百鬼夜行絵巻」ほか 5 南丹市立文化博物館 「夏季企画展『妖怪大集合 !!』」 
 日本画 円山応挙「大津絵美人図」ほか 5 大津市歴史博物館 「ミニ企画展『絵変り大津絵の世界』」 
 染　織 納戸平絹地馬具馬模様振袖　ほか 5 北九州市立小倉城庭園博物館 「馬～人と自然の文化史～」展 
 日本画 池大雅「草書芝草詩」(三幅） 1 読売新聞大阪本社企画事業部 「王 羲之に学ぶ」展 
 陶磁器 六代清水六兵衞「色絵雉飾皿」ほか 2 松伯美術館 「革新者たちの挑戦」展 
 日本画 上村松篁「縞白　」 1 京都市学校歴史博物館 「松園・松篁・淳之＝芸術家を育んだ 
     京の町」展 
 日本画 「琉球人年賀行列図 1 読売新聞大阪本社事業局 「朝鮮王朝の絵画と日本」展 
  　　　　　（朝鮮通信使来朝図）」 
 染　織 伊砂利彦「スクリャービン作曲 1 福島県立美術館 「伊砂利彦・志村ふくみ　二人展」 
  　『炎に向かって』のイメージより」 
 歴　史 坂本龍馬書簡集 1 福山市鞆の浦歴史民俗資料館 「坂本龍馬といろは丸事件」 
 金工・陶芸 小林尚　「鉄象嵌香炉」ほか 2 迎賓館京都事務所 京都迎賓館しつらいのため 
 陶磁器 森野嘉光「緑釉窯変『青・黒・赤』 2 迎賓館京都事務所 京都迎賓館しつらいのため 
  　　　　花瓶」ほか 
 日本画 大村廣陽「豹図」ほか 4 ふくやま美術館 「没後25年　大村廣陽展」 
 染　織 中堂憲一「型染屏風　鷺の精」ほか 5 中堂冨士枝 「忘れ得ぬ染色作家たち」展 
 染　織 春日井路子「サン・クルーの森」 1 春日井路子 「忘れ得ぬ染色作家たち」展 
 陶磁器 森野嘉光「緑釉窯変『青・黒・赤』 2 迎賓館京都事務所 京都迎賓館しつらいのため 
  　　　　花瓶」ほか 
 日本画 谷口香　「出町柳農婦図」 1 笠岡市立竹喬美術館 「岡本豊彦から小野竹喬」展 
  　　　　　（吉川観方コレクション） 
 風　俗 「貞丈雑記」巻一 1 茨城県立歴史館 「平成20年度特別展『めでた尽くし』」 
 風　俗 「都林泉名勝図会」ほか 5 茨城県立歴史館 「平成20年度特別展『めでた尽くし』」 
 民　具 「そろばん」（左京区久多使用分）ほか 2 京都府立総合資料館 「総合資料館収蔵品展」 
 陶磁器 六代清水六兵衞作 1 迎賓館京都事務所 京都迎賓館しつらいのため 
  　　「三彩緑　四方花瓶」 
 日本画 上村松篁「壬生狂言」 1 松柏美術館 「幽玄の美を追い求め」展 
 陶磁器 六代清水六兵衞作 1 迎賓館京都事務所 京都迎賓館しつらいのため 
  　　「三彩緑　四方花瓶」 
 人　形 吉川観方コレクション「元禄雛」ほか 18 奈良県立美術館 「託す想い、伝える心　人形展」 

      合計　30件　96点 
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  撮　　影   特別観覧 
   　　　　　　　　　　寄託資料一時持ち出し 

    分　野 　　　　資　料　名 点　数 申　請　者 使用目的 計　　 

 館 資 料 0  1件 考　古 デンマーク石器コレクション 21 古代学協会 研　究 1件 　21点 

 
管理資料 37件　49点 19件　46点

 民　俗 大船鉾用具　御唐櫃ほか 120 四条町大船鉾保存会 展　示 1件　120点 

    民　俗 緋縅小札大鎧ほか 4 鞍馬火祭保存会 祭　礼 1件　　4点 
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3．展示活動

3-1 常設展示
（1）歴史展示
歴史の常設展示は、大きく二つの部分に分けられる。

一つは京都の町の歴史の概観的な展示で、平安京以前

の京都盆地の姿を示すプロローグに始まり、平安京の

誕生から明治・大正までを四つのテーマに分けて展開

する。

いま一つは、ある時間的な幅のなかでは位置づける

ことのできない文化事象から、町衆によって育まれて

きた京都文化を代表する四つのテーマを選んで展示す

る集中展示であり、あわせてそれらが繰り広げられた

場としての京都を絵画資料に見るものである。

この歴史の常設展示は、模型や映像・図表を中心に

説明的に展開することを原則としているため、実物資

料が大変少ない展示となっており、時折不満の声も聞

かれた。その欠を補うという意図もあって、2001年

度から歴史展示室の北端に展示ケースを新設して、新

たに「特別陳列コーナー」を設けた。ここでは、一定

のテーマを設定し、ふさわしい資料を主として館蔵資

料と寄託資料の中から選んで展示している。

「特別陳列コーナー」の設置に伴い、スペースの都合

上、「国際都市京都」のコーナーと「歴史情報サービ

ス」とは廃止した。それ以外の展示は基本的には大き

な変化はないので、ここでは展示替えに関するデータ

のみを記す。概観展示ならびに集中展示の詳細につい

ては『京都文化博物館10年のあゆみ』（1999年）を

参照されたい。

①特別陳列コーナー

◇「平安宮の鬼瓦と鴟尾」

概　要：平安宮跡の発掘調査資料から、壮大な宮殿

建物を偲ばせる大型の鬼瓦と鳳凰のレリー

フのある緑釉鴟尾片を展示。

期　間：2007年12月18日～2008年4月20日

作　品：平安宮跡出土鬼瓦5点・鴟尾50点、西賀茂

瓦窯跡出土鬼瓦3点・鴟尾6点

担　当：植山　茂

◇現代の源氏絵　－堂本印象と畠中光享－

概　要：数多くの古画を学んだ堂本印象（1891～

1975）が、昭和5年（1930）に手がけた

国宝・源氏物語絵巻の模写（京都府立堂本

印象美術館蔵）、畠中光享（1947-）が平成

5年（1993）に描いた京の絵本原画「桐

壷-源氏物語より-」（京都府蔵）を展示。

期　間：2008年4月22日～6月8日

作　品：堂本印象による国宝・源氏物語絵巻の模写

5点、畠中光享「桐壷―源氏物語より―」

担　当：市川　彰

◇千年前の京都へタイムスリップ

～古文書にみる平安京～

概　要：『源氏物語』千年紀にちなみ、平安時代中

頃、十世紀の平安京に関する古文書を展示

した。展示した古文書は、「七条令解」と

呼ばれる平安京内の土地売買に関する有名

な古文書である。千年前の平安京に関する

本物の古文書ということで、来館者の注目

を集めた。

期　間：2008年6月10日～7月13日

作　品：七条令解（延長七年）ほか

担　当：横山和弘

◇光源氏ゆかりの地　雲林院の発掘調査　関連企画

「夏休み子ども企画『教えて考古学』」

概　要：『源氏物語』「賢木」にも見える雲林院は、

もともと淳和天皇の離宮紫野院であった。

やがて寺院となり雲林院として文学上にし

ばしば現れる。京都文化博物館は、京都市

北区大徳寺近郊の地を発掘し、平安時代前

期の池庭の一部と建物の跡を確認、雲林院

の遺構と位置づけた。今回は、源氏物語千

年紀にちなみ発掘調査の成果をビジュアル

に展示した。

また、ぶんぱく子ども教室と連携して、

夏休み子ども企画『教えて考古学』のテー

マで、発掘調査の方法など考古学をわかり

やすく楽しめる展示を行った。

期　間：2008年7月15日～9月7日

作　品：平安時代の土師皿、瓦ほか

担　当：南　博史
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②展示替え（概観展示・集中展示）
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◇『源氏物語』名場面集～重要文化財　大島本『源氏

物語』より～

概　要：『源氏物語』千年紀にちなみ、重要文化財

大島本『源氏物語』から、帚木・紅葉賀・

葵・賢木等の有名な場面を展示した。大島

本は数ある『源氏物語』の写本のなかでも、

特に注目されている写本の一つである。

期　間：2008年9月9日～10月13日

作　品：重要文化財　大島本『源氏物語』「帚木」ほ

か

担　当：横山和弘

◇描かれた紫式部と「源氏物語」

概　要：執筆されて間もなく、『源氏物語』は絵に描

かれ始めた。やがて、作者紫式部も偉大な

文章家としてのイメージをまとってしばし

ば絵画化されるようになる。特に江戸時代

以降、紫式部像や源氏絵は多彩な展開を見

せて行った。この展示では、紫式部と『源

氏物語』をめぐる絵画化の一端を展示した。

期　間：2008年10月15日～11月16日

作　品：佐脇崇之「紫式部像」江戸時代後期　ほか

担　当：横山和弘

◇平安時代の器類～発掘された平安時代の陶磁器類～

概　要：『源氏物語』千年紀にちなみ、平安京跡の

発掘調査で出土した緑釉陶器・灰釉陶器、

および中国製の白磁・青磁など、王朝時代

の上流階級の生活ぶりをうかがわせる陶磁

器類を展示した。

期　間：2008年11月18日～2009年4月5日

作　品：平安京跡出土陶磁器類約70点

担　当： 植山　茂

（2）美術・工芸展示
◇京都の美術・工芸展1 「源氏香の世界」と「現代京

都画壇による源氏物語絵」

会　期：2008年6月17日（火）～7月27日（日）

（38日間）

休館日：月曜日

会　場：3階美術・工芸展示室

入場料：一般500円　大高生400円　中小生300円

主　催：京都府、京都文化博物館

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、源氏物語千年紀委員会、NHK京都放

送局、KBS京都、エフエム京都

特別協力：香道 志野流、香道 御家流　

協　力：香文化資料室 松栄堂 松寿文庫

担　当：洲鎌佐智子

概　要：優れた組香のひとつである源氏香は江戸初

期の文芸復興で源氏物語が再評価される中

考案され、その答を表した図形「源氏香の

図」は今日でも古典文様として知られてい

る。源氏物語とゆかりの深い「香り」にま

つわるデザインの世界を紹介。併せて、現

代京都画壇の作家五十四人が、源氏物語の

世界に取り組んだ作品群を一堂に展示。

展示構成：

「源氏香の世界」

（1）香文化と源氏物語

源氏物語や王朝文化から取材された意

匠の道具・絵、また薫物にまつわる資

料を紹介。

（2）香図の成立と源氏香

香図が描かれている香道具や図本、ま

た香図を作成するための道具を紹介。

（3）源氏香図の広がり

香図がモチーフとなった日用品、遊戯

具、装飾品などを紹介。

（4）暮らしに生きる源氏香図

建築や菓子など現代生活の中に取り入

れられたさまざまな香図の例を紹介。

（5）描かれた「香図」

香図が絵の中にあしらわれた版画・肉

筆画などを紹介。

（6）描かれた「香」

香を仕様している場面が描かれた版
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画・肉筆画などを紹介。

主な展示品：思羽包、香図帖、香図判子、扇面源氏

香図蒔絵百人一首カルタ箱、組香「源氏香」

の記録（志野流）、葵紋菓子鉢、夕顔蒔絵

香枕、梨地蒔絵吊香炉、ほか約150点

入場者：期間中の常設展入場者数：20,354人（1日

平均 約536人）※

※特別展からの入場者数を含む（以下同様）。

講演会：2008年6月28日（土） 11:00～12:00

志野流香道二十世家元　　蜂谷幽光

斎宗玄　宗匠　　「香道と源氏物語」

参加者：165人

イベント：源氏香体験（各席定員20名）

・香道志野流　源氏香　

2008年6月28日（土）、29日（日）

3F美術工芸展示室内特別スペース　　一席

目13:30～／二席目15:00～

参加者：80人

・香道御家流　源氏香　

2008年7月5日（土）

6F展示室　　一席目11:00～／二席目

13:30～／三席目15:00～

参加者：60人

◇京都の美術・工芸展2 永樂即全「源氏物語五十四

帖」と十七代永樂善五郎

会　期：2008年8月1日（金）～9月21日（日）

（46日間）

休館日：月曜日

会　場：3階美術・工芸展示室

入場料：一般500円　大高生400円　中小生300円

主　催：京都府、京都文化博物館

担　当：市川彰

概　要：永樂即全は、大正6年（1917）に生まれ、

昭和10年（1935）、若くして十六代善五

郎を襲名。以後、平成10年（1998）に惜

しまれて世を去るまで、研鑽を重ね、数々

の名品を世に送り出した。即全が『源氏物

語』に惹かれたのは、昭和27年（1952）、

京都大学文学部・吉澤義則博士に講義を受

けたことによる。立案以来三年近い年月を

製作にかけ、昭和33年（1958）に発表さ

れた「源氏物語五十四帖」の連作は、即全

の壮年期を代表する仕事である。それは、

永樂家代々が培い、伝えてきた技法の集大

成であったと言っても過言ではない。本展

では、この「源氏物語五十四帖」の連作を

一同に展観し、その茶陶の美しさとともに、

文字や絵などとはひと味異なる『源氏物語』

の世界を味わっていただく。また、当代・

善五郎氏の茶陶を併せて展示し、当代まで

継承された「美と技」の数々を展示。

作　品：十六代永樂即全作「源氏物語五十四帖」、吉

澤義則筆和歌懐紙、十七代永樂善五郎作

「瑞雲鶴水指」など159点

入場者：24,171人（1日平均537人）※

源氏香体験風景 「源氏香の世界」と「現代京都画壇による源氏物語絵」展
講演会風景
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「源氏香の世界」と「現代京都画壇による源氏物語絵」展作品一覧
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方川面義雄の作品は、1枚の絵に15～16

枚の版木が用いられ、摺は80回程度おこ

なったものもある。精巧な彫りと摺の技術

による全56面の木版画を展示した。本展

示は、古美術の保存やその普及に関わる優

れた伝統的技術を再確認する好機となっ

た。

試摺プロジェクト：

東京芸術大学大学美術館の協力を得て、同

館所蔵の川面義雄作版木を用い、現代の摺

師に摺ってもらう試摺のプロジェクトもお

こなった。

日　程：2008年7月～9月

内　容：源氏物語絵巻　「東屋一　絵」

「東屋一　詞書第一紙」2面

委託先：芸艸堂（京都市中京区寺町）

摺　師：米田蔵造（京都府伝統産業優秀技

術者）

彫　師：松田俊蔵（京都府伝統産業優秀技

術者）

試摺の作品は展覧会場にも展示し、プロ

ジェクトの経過を撮影したビデオも同時に

上映した。

出品作品数：約90点

入場者：13,627人（1日平均545人）※

◇ 京都の美術・工芸展3

源氏物語千年紀事業　

雅の継承-源氏物語絵巻に挑む　田中親美・川面義雄

会　期：2008年9月26日～10月24日（25日間）

休館日：毎週月曜日

会　場：3階美術・工芸展示室

入場料：一般500円　大高生400円　中小生300円

（10月1日より高校生以下無料）

主　催：京都府、京都文化博物館

特別協力：源氏物語千年紀委員会

担　当：畑　智子

概　要：源氏物語に関する最も古く、貴重な作品と

いえる国宝「源氏物語絵巻」（徳川美術

館・五島美術館蔵）。この原本保存と絵巻

の普及を目的として近代以降さまざまな模

写・複製が作られてきたが、本展ではその

代表的なものとして田中親美（1875-1975）

による復元模写、川面義雄（1880-1963）

による木版画をとりあげた。田中親美の仕

事は模写とはいえ、料紙装飾においても原

本と同じ工程で制作するなど古来の伝統技

術を復元する大事業ともいえるもの。源氏

物語絵巻のほか西本願寺本三十六人家集、

平家納経もあわせて展観し、完成度の高い

模写の意義を改めて考える機会とした。一
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川面義雄の版木を使い、摺りを行なう
現代の名工・米田蔵造氏

「雅の継承」展試摺プロジェクトによって完成した
「源氏物語絵巻　東屋1」

「雅の継承」展　冊子表紙
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◇京都の美術・工芸展4 源氏物語千年紀「匠の美と

技」－京を彩る雅の世界－

会　期：2008年11月1日（土）～12月21日（日）

（44日間）

休館日：月曜日

会　場：3階美術・工芸展示室

入場料：一般500円　大高生400円　中小生300円

主　催：京都府、京都文化博物館

後　援：京都新聞社、朝日新聞社、毎日新聞京都支

局、読売新聞社、京都総局、産経新聞京都

総局、日本経済新聞社、NHK京都放送局、

KBS京都、エフエム京都

特別協力：源氏物語千年紀委員会

担　当：洲鎌佐智子

概　要：本展は、京都府が「源氏物語千年紀」匠の

技継承事業として、重要無形文化財保持者

（人間国宝）や伝統産業の名工たちに「源

氏物語」をモチーフとした作品の制作を依

頼し、その44点の完成を記念して披露公

開したもの。

入場者：23,415人（1日平均 約532人）

エントランスでの関連展示：

匠の技継承事業（活用型）制作品を展示紹

介。

併設展示：

・人間国宝の手技を偲んでー森口華弘・羽田

登喜男・江里佐代子ー

京都府所蔵品を中心に三氏の作品を紹介。

・蒔絵櫛にみる源氏物語五十四帖

源氏物語の各帖を主題に京都伝統工芸大学

校で蒔絵を専攻する学生14人が取り組ん

だ蒔絵櫛54点を紹介。青木拓也、蝦名統

子、大塩怜美、河端里実、佐々木しのり、

高橋瑶子、村山育代、山口絵子、山下梨沙、

山田剛之、吉岡尚美、岩佐祐次郎、久野

梢、熊澤英華

「匠の美と技」展会場風景
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◇京都の美術・工芸展6 池大雅と雛人形

会　期：2009年2月18日（水）～3月29日（日）

休館日：日曜日

会　場：3階美術・工芸展示室

入場料：一般500円　大高生400円　中小生300円

主　催：京都文化博物館

担　当：市川　彰・林　智子

概　要：桃の節句にあわせて毎年恒例となっている

雛人形と、池大雅美術館から京都府に寄贈

された大雅作品を展示。

作　品：日本画・人形・染織65点

入場者：19,737人（1日平均564人）※
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概　要：京都府が所蔵する絵画作品のうち、江戸時

代から近現代にいたる代表的な名品を精選

して展示。

作　品：日本画・洋画39点

入場者：13,650人（1日平均369人）※

◇京都の美術・工芸展5 京都府所蔵絵画名品選

会　期：2009年1月4日（日）～2月15日（日）

休館日：日曜日

会　場：3階美術・工芸展示室

入場料：一般500円　大高生400円　中小生300円

主　催：京都文化博物館

担　当：長舟洋司・市川　彰
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（3）その他館内展示物
①1 階

a.  本館

・「紫式部像」（1階エレベーターホール前）

・清水九兵衛「朱装」（1階正面玄関横：屋外）

・はぎとり土層（地下図書閲覧室への階段壁面）

b.  別館

・礎石（中庭通路脇）

・礎盤（中庭通路脇）

②2 階

・梅原龍三郎「富士山の図」

③7 階

・大甕
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見所も多かった。平安時代の文化を知ら

しめる絵巻や史料、あるいは源氏物語の貴

重な写本群は、多くが指定品で占められて

いることからも当然、関心が寄せられた。

主に大画面の屏風絵による名場面の紹介

は、源氏物語の内容に親しむことのできる、

本展の最大の見所であった。数多くの画帖、

江戸時代の版本、あるいは外国語訳の展示

も、源氏物語の旺盛な享受を実感させてく

れた。

海外から里帰りした源氏絵2点もそれぞ

れ注目された。1点は現存する最古の源氏

物語画帖、もう1点は石山寺に所蔵される

重文絵巻と本来一具であった絵巻の断簡

で、折しも同絵巻の冒頭、桐壺巻が新たに

世に出たこともあって話題となった。

入場者数は目標の10万人を大きく上回

る13万7千人あまりであった。開会式も

600人をこえる盛況で、一般公開の直後は

千人台の日もあったが、日が経つにつれて

順調に入場者数を伸ばした。最終的に、巡

回展を含む当館の特別展では歴代4位、自

主企画展に限れば1日平均入場者数は過去

最高であった。千年紀事業全体の盛り上が

り、実行委員会を構成する各マスコミによ

る積極的な広報が大きく寄与するととも

に、千年紀に相応しい展示内容も評判で

あった。図録がおおよそ10人に1人の割合

で購入されたことも、展示内容に対する満

足度を反映している。一方で、入場者には

年配者の割合が多く、そのことは平日と週

末の差があまりなく、また午前中がもっと

3-2 特別展示
（1）自主企画展
◇源氏物語千年紀事業・当館開館20周年記念特別展

「源氏物語千年紀展 ～恋、千年の時空をこえて～」

会　期：2008年4月26日（土）～6月8日（日）（39

日間）

休館日：毎週月曜日及び5月7日（水）

会　場：4階特別展示室・3階美術工芸展示室

入場料：一般1,300円 大高生900円 中小生500

円

主　催：京都府、京都文化博物館、日本経済新聞社、

京都新聞社、NHK京都放送局、NHKプラ

ネット近畿、文化庁

後　援：福井県、三重県、滋賀県、大阪府、兵庫県、

奈良県、京都市、宇治市、大津市、京都府

教育委員会、福井県教育委員会、三重県教

育委員会、滋賀県教育委員会、大阪府教育

委員会、兵庫県教育委員会、奈良県教育委

員会、京都市教育委員会、宇治市教育委員

会、大津市教育委員会、京都商工会議所、

京都府観光連盟、京都市観光協会、歴史街

道推進協議会、KBS京都、エフエム京都

特別協力：源氏物語千年紀委員会

協　賛：日本写真印刷株式会社

協　力：JAL日本航空

担　当：野口剛、横山和弘

概　要：人生、とりわけ恋愛の喜びと苦悩を描き

きった王朝文学の最高傑作・源氏物語。作

者である紫式部の日記から、源氏物語が寛

弘5年（1008）には宮廷の周辺で評判に

なっていたことが伺える。そこで平成20

年（2008）を「源氏物語千年紀」ととら

え、またこの年が当館の開館20周年にあ

たるのをあわせて記念して開催した特別展

である。

本展では、源氏物語の主要な登場人物や

名場面を優れた絵画作品によって紹介する

とともに、背景となった平安時代の文化や、

源氏物語をめぐって現代まで積み重ねられ

てきた様々な営みも展観した。展示品は、

国宝、重要文化財、重要美術品あわせて約

40点を含む計約160点、平安時代から現

代に及ぶ絵画、工芸、書跡典籍、史料、版

本、さらには外国語訳やマンガまで、時代

もジャンルも多岐にわたった。 「源氏物語」展1階エントランス看板
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も混み合うという状況にも伺えた。

終盤には入場待ちの列が最大で1時間弱

におよび、また入り口付近を中心に展示品

が見にくい状況も生じたが、総務課・学芸

課ともに各所に人員を配して案内にあた

り、かつ会場整理要員をつけたため、混乱

やクレームは最小限にとどまった。

京都府が中心となって行っている一連の

源氏物語千年紀事業のなかでも、もっとも

注目されるべき事業の一つであり、それに

相応しい成果をおさめた。

展覧会の構成：

プロローグ　源氏物語への誘い

第一章　作者・紫式部

第二章　源氏物語の世界

第三章　写本　その営みと美

第四章　源氏物語の楽しみ　享受の歴史

第一節　中・近世の画帖と絵巻

第二節　源氏イメージの多彩な展開

第三節　源氏物語の普及　版本・絵入本

第四節　現代の源氏物語・世界の源氏物

語

エピローグ　源氏物語の雅

主な出品作品：

国宝　紫式部日記絵巻（東京・五島美術館）

重文　源氏物語絵詞　浮舟・蜻蛉（愛知・

徳川美術館）

重文　車争図屏風（東京国立博物館）

源氏物語図屏風　賢木・澪標（東京・出光

美術館）

源氏物語画帖　土佐光信筆（米国・ハー

バード大学美術館）

源氏物語絵巻　賢木（米国・メアリー・ア

ンド・ジャクソン・バーク財団）

出品作品数：157件

入場者：138,501人（1日平均3,551人）

関連行事：

①講演会「源氏物語千年紀によせて」

講　師：瀬戸内寂聴氏

日時・会場：4月26日（土）午後2時～4時

京都会館

参加者：900人

②講演会「源氏物語と香り～薫物の香りに親しみ

ながら～」

講　師：畑正高氏（松栄堂代表取締役社長）

日時・会場：4月29日（火・祝）午後2時～3

時30分　当館別館ホール

参加者：194人

③装束着装会「『源氏物語』の装束にみる美と心」

講　師：宮島健吉氏（NPO法人日本時代衣装文

化保存会理事長）

日時・会場：5月18日（日）午後2時～3時30

分　当館別館ホール

共　催：社団法人紫式部顕彰会

参加者：200人

④講演会「『源氏物語』と老い」

講　師：永井和子氏（学習院女子大学学長）

日時・会場：5月25日（日）午後2時～3時30

分　当館別館ホール

共　催：社団法人紫式部顕彰会

参加者：200人

⑤雅楽演奏会「賀の調べ　楽と舞」

演　奏：平安雅楽会

日時・会場：6月1日（日）午後2時～3時30

分　当館別館ホール

参加者：183人

⑥特別講座「源氏物語～文学・歴史・美術～」

5月3日（土）「源氏物語以前」

講師：片桐洋一氏（大阪女子大学名誉教授）

5月4日（日）「紫式部日記と源氏物語」

講師：名児耶明氏（五島美術館学芸部長）

5月10日（土）「源氏物語の風景と和歌」

講師：清水婦久子氏（帝塚山大学教授）

5月11日（日）「源氏物語画帖の詞書と絵」

講師：野口剛（当館学芸員）

5月17日（土）「源氏物語の写本」

講師：藤本孝一氏（龍谷大学客員教授）

5月18日（日）「源氏物語の時代」

講師：横山和弘（当館学芸員）展示を見入る入場者
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入場料：一般1,000円、大高生700円、中小生400

円

主　催：京都府、京都文化博物館、京都新聞社、

NHK京都放送局

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都商工会議所、京都府観光連盟、

京都市観光協会、歴史街道推進協議会、

KBS京都、エフエム京都

担　当：長舟洋司、井上大輔

概　要：京都の美をことばで言い尽くすことは容易

ではないが、絵は京都の美の諸相を截　然

と私たちの目の前に示してくれる。京都府

には、画家が京都の美を描いた数多くの絵

画作品が収蔵されている。そのなかには、

かけがえのない京都の風景や情緒を京都画

壇の大家が手がけた作品集「京の百景」や、

自然や歴史的文化財、多様な生活や風俗を

よりはばひろく描き留めた膨大な作品群

「京の四季」、また自然と親しみ慈しむ私た

ちの美意識を情感豊かに描いたシリーズ

「いのち賛歌」などがある。これらは、画

家が現代に見出した京都の美そのものにほ

かならない。

本展では、京都を描いた所蔵絵画の名品

の数々を展観して、京都の美と自然と伝統

の粋を探訪し、親しむ機会とすることを企

図した。

主な展示品：

［京の百景］

小野竹喬「鴨川夜景」、上村松篁「壬生狂

言」、樋口富麻呂「南座顔見世」、宇田荻邨

「嵐山」、堂本印象「苔寺」、山口華楊「青蓮

院の老木」、池田遥邨「大文字の送り火」

など　31点

［京の四季］

小松均「大原風景」、岩倉寿「曼殊院」、麻

田浩「北山杉」、三尾公三「嵯峨野幻想」、

山本倉丘「御室の桜」、三谷十糸子「ひな

かざり」、広田多津「舞妓」 など　54点

［いのち賛歌］

今井守彦「初雪」、中野弘彦「紅葉散る

など　 5点

［その他の所蔵名品］

上村松園「夕暮」、宇田荻邨「鴨川の夕立」、

三輪晁勢「木屋町」、向井潤吉「洛北暮雪」

5月24日（土）「中世における源氏物語享受を垣

間見る」

講師：四辻秀紀氏（徳川美術館副館長）

5月25日（日）「江戸絵画に見る源氏物語受容」

講師：市川彰（当館学芸員）

5月31日（土）「源氏物語と現代京ことば」

講師：中井和子氏（京都府立大学名誉教授）

時間・会場：各日とも午前10時30分～12時

当館映像ホール

参加者：681人（9回合計）

⑦中古文学会関西部会シンポジウム「大島本源氏

物語の再検討」

日時・会場：6月7日（土）午後2時～5時　当

館別館ホール

共　催：中古文学会

参加者：200人

◇開館20周年記念　絵画でめぐる　京都・美の探訪

～名作の四季、自然と風物～

会　期：2008年6月19日（木）～7月21日（月・祝）

（29日間）

休館日：月曜日休館（月曜日が祝日の場合は開館、

その翌日休館）

会　場：4階特別展示室

「源氏物語千年紀展」図録表紙
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など　10点　　　

入場者：19,410人（1日平均669人）

講演会：6月28日（土） 午後2時～3時30分

京都文化博物館　別館ホール（定員200人）

講師：原田平作先生（大阪大学名誉教授、

愛媛県美術館名誉館長）

「近代日本美術と京都」

◇「読む、見る、遊ぶ　源氏物語の世界～浮世絵から

源氏意匠まで～」展

会　期：2008年10月2日（木）～11月16日（日）

（40日間）

休館日：月曜日

会　場：4階特別展示室

入場料：一般1,000円 大高生700円 中小生400

円

主　催：京都府、京都文化博物館、日本経済新聞社、

京都新聞社、NHK京都放送局

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都商工会議所、京都府観光連盟、

京都市観光協会、歴史街道推進協議会、

KBS京都、エフエム京都

担　当：市川彰、南博史

概　要：2008年は、源氏物語が記録の上で確認さ

れてから千年の時を経た節目の年である。

当館ではこれを記念し、春の特別展「源氏

物語千年紀展」とは異なる視点から「江戸

時代」にスポットをあて、源氏文化を楽し

く読み解く展覧会を行った。王朝文化の再

興とも言える気運のなか、様々な階層の著

述家・芸術家の活躍にともなって、源氏物

語は刊行されて庶民にまで普及していき、

井原西鶴『好色一代男』などの創作にまで

影響を与えた。本展では日本屈指の源氏物

語享受資料コレクションである九曜文庫所

蔵資料を中核に、源氏物語を題材とした写

本・版本、物語の深い理解をベースとしな

がら大胆な造形を生みだした浮世絵や屏風

絵、染織・漆工品、双六・かるた貝合せな

どの遊戯具を展示した。

作　品：土佐光成「紫式部石山寺観月図」（九曜文

庫）、「源氏小鏡」（九曜文庫）、三代歌川豊

国「源氏物語うつ蝉の巻」（九曜文庫）、竹

菱梅葵紋蒔絵女乗物（仙台市博物館）、「源

氏物語図貝桶・合貝」（斎宮歴史博物館）

など190件

入場者：32,108人（1日平均803人）

講演会：3階映像ホール

・10月4日（土） 午前10時30分～12時

「源氏絵と源氏意匠」

市川彰（当館学芸員）

参加者：62人

・10月11日（土） 午前10時30分～12時

「近世の『源氏物語』享受」

清水婦久子氏（帝塚山大学教授）

参加者：57人

・10月18日（土） 午前10時30分～12時

「源氏物語と錦絵」

中野幸一氏（早稲田大学名誉教授）

参加者／59人

・ 10月25日（土） 午前10時30分～12時

「王朝ルネサンスと源氏物語」

藤本孝一氏（龍谷大学客員教授）

参加者／64人

関連行事：源氏物語と「宝塚歌劇」の世界展～多く

の女性を魅了した源氏物語の演劇世界～

10月4日～10月19日

於：別館ホール

主　催：京都府、京都文化博物館、京都新聞社、

NHK京都放送局、NHKプラネット近畿

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都商工会議所、京都府観光連盟、

京都市観光協会、歴史街道推進協議会、

KBS京都、エフエム京都

協　賛：大日本印刷株式会社

（2）共催展等
◇KAZARI（かざり）日本美の情熱

会　期：2008年8月2日（土）～9月15日（月・祝）

（39日間）

休館日：毎週月曜日、ただし9月15日（月・祝）は

開館

会　場：4階特別展示室

入場料：一般1,000円　大高生700円　中小生400

円
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担　当：植山　茂、畑　智子

概　要：古来より日本人は、身に付けるものや身の

まわり品などの日常生活から、戦場、祭礼、

神仏信仰の場にいたるまで、華麗に、且つ

奇抜な独創力と旺盛なエネルギーをもって

飾りたててきた。時に実用性を度外視する

ほどの「かざる」情熱は、日本の文化を形

成するうえで大きな原動力となってきた。

この展覧会では、縄文時代から現代に至る

まで時代を超え、用と美、聖と俗が渾然一

体となって展開した日本における「かざり」

の世界を、国宝・重要文化財指定品を含む

約250件の作品で、絵画、工芸、芸能など

の分野を超えた斬新な展示構成により紹介

した。

なお、毎週金曜日の夜間開館にあわせて

ギャラリートークを行った。毎回15～40

人ほどの参加者があり、概ね好評であった。

展示構成と主な作品

第1章　かざるDNA

（1）イントロダクション　かざりの源流

国宝　火焔型土器（十日町市博物館蔵）

（2）荘厳と祭祀　神仏へ捧げるかざり

重要文化財　金銅火焔宝珠形舎利容器

（海龍王寺蔵）

第2章　場をかざる

（1） 中世のかざり

重要文化財　銅三具足（唐招提寺

蔵）／文阿弥花伝書（九州国立博物館

蔵）

（2） 室内を彩るかざり

浜松図屏風（個人蔵）／重要文化財

色絵花鳥文八角大壺（サントリー美術

館蔵）／重要文化財　色絵釘隠（京都

国立博物館蔵）

第3章　身をかざる

（1） 武将のダンディズム

重要文化財　黒糸威胴丸具足（個人

蔵）／黒漆塗金剛杵形兜（靖国神社遊

就館蔵）／黒黄羅紗地御神火模様陣羽

織（大阪城天守閣蔵）

（2） 町衆の粋・女性のよそおい

重要美術品　舞踊図（サントリー美術

館蔵）／白縮緬地京名所模様小袖（国

立歴史民俗博物館蔵）／引手散蒔絵印

籠（印籠美術館蔵）

第4章　動きをかざる

（1） 芸能のかざり

紅白段流水紅葉模様唐織（高島屋史料

館蔵）／注連縄飾り門松羽子板模様打

掛（株式会社三越蔵）

（2） 祭礼の華・風流のかざり

重要有形民俗文化財　長刀鉾欄縁金具

（長刀鉾保存会蔵）／平田一式飾「大

蛇退治」（島根県平田一式飾保存会）

展示作品：約250点

入場者：25,674人（1日平均658人）

講演会：3階映像ホール

8月9日（土） 午前10時30分～12時

講師：辻惟雄氏（MIHO MUSEUM館長）

参加者／92人

「かざり　-伝統デザインの魅力-」

学芸員によるギャラリートーク：

展示室内

毎週金曜日　午後6時から約30分

8月8日（植山）参加者約20人／8月15

日（畑）参加者約15人／8月22日（植山）

参加者約20人／8月29日（植山）参加者

約25人／9月5日（植山）参加者約40

人／9月12日（畑）参加者約35人

◇ノリタケデザイン100年の歴史　～オールドノリタ

ケからディナーウエアまで～

会　期：2009年1月6日（火）～3月15日（日）［60

日間］

休館日：月曜日休館（月曜日が祝日の場合はその翌

日）

会　場：4階特別展示室

入場料：一般1,000円 大高生700円 中小生400

円

主　催：京都府、京都文化博物館、朝日新聞社

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都商工会議所、 京都府観光連盟、

京都市観光協会、歴史街道推進協議会、

KBS京都、エフエム京都

特別協力：株式会社ノリタケカンパニーリミテド

協　力：株式会社大倉陶園・TOTO株式会社、森村

商事株式会社

協　賛：野崎印刷紙業株式会社

担　当：洲鎌佐智子、畑　智子
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概　要：明治37（1904）年に創業した日本陶器合

名会社（現:ノリタケカンパニーリミテド）

の100年およぶ歴史は、日本の洋食器の歴

史そのものともいえる。本展は、世界から

人気を集めている明治末から昭和初期にか

けて製作された「オールドノリタケ」と呼

ばれる食器類や、デザインの変遷を伝える

色鮮やかな「画帖」、日本で初めて製作さ

れたディナー皿など、同社に遺された数多

くの貴重な資料を紹介したものである。今

回が初公開となる色鮮やかで美しい画帖を

軸に、西洋の華やかな装飾図案と日本の優

れた技術から生み出された繊細華麗なテー

ブルウェアの数々の精華の約210件を展示

し、ノリタケチャイナの全貌とその魅力に

迫った。

展示構成：

第1章　モリムラブラザーズの創業

色絵金点盛菖蒲文花瓶（1884-1890）、

色絵エナメル金盛婦人文飾壷 （1891-

1921）

第2章　オールドノリタケの世界

デザイン画帖（1905）、色絵金盛風景文

チョコレートセット（1911-1921）

見本帖（1907,1908）、色絵金盛動物文

チョコレートセット（1911-1921）

第3章　ディナーウェアの誕生

ディナーセット「SEDAN（セダン）」

（1914-1921）

第4章　ノリタケ・アール・デコ

金地ダイヤモンド文鉢（1920-1930）、

セールスマンブック （1920代）

第5章　テーブルウェアの変遷

ディナーウェア[OCCUPIED JAPAN

（オキュパイドジャパン）（1947-1951）

入場者： 40,704人（1日平均678人）

関連行事：

①講演会：「ノリタケの歴史と洋食器デザイン」

講師：安藤忠治氏（株式会社ノリタケの森／ノリ

タケミュージアム館長）

2009年1月10日（土） 11:00～12:30

3階映像ホール（定員100名）

参加者：85名

②講演会：「明治以降の輸出磁器におけるデザインの

変遷」

講師：井谷善恵氏（多摩大学非常勤講師）

2009年2月14日（土） 11:00～12:30

3階映像ホール（定員100名）

参加者：89名

③ティータイム講座：「ノリタケの器でティータイム

を愉しむ」

講師：安藤忠治氏（株式会社ノリタケの森／ノリ

タケミュージアム館長）

2009年1月24日（土） 1回目10:30～、

2回目14:00～ 7階サロン

参加料：2000円（お茶、ケーキ代込、お

土産付）

お土産はノリタケより画帖集ハガキを提供

参加者：1回目　30名　　2回目　30名

④ワークショップ：「白いお皿に絵を付けよう」

講師：中井宏美氏（株式会社ノリタケの森　クラ

フトセンター）

2009年2月7日（土）、3月7日（土）、各日

1回目10:30～、2回目14:30～

別館2階講義室（定員　各回20名）

参加料：2100円（材料費、送料込、参加

者全員に展覧会入場チケットをプレゼン

ト）

参加者：2月7日（土） 1回目　16名、

2回目　18名

3月7日（土）、1回目　24名、2回目　25

名

⑤ギャラリートーク：

1月16日（金）、2月13日（金）（担当：畑）

1月30日（金）、27日（金）、3月13日（金）

（担当：洲鎌）

各日18:00～　4階特別展示室にて

「ノリタケデザイン100年の歴史」展ティータイム講座風景
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◇「京都府美術工芸新鋭展～2008京都美術ビエン

ナーレ～」

会　期：2008年11月29日（土）～12月14日（日）

（14日間）

休館日：毎週月曜日

会　場：4階特別展示室

入場料：無料

主　催：京都府、京都府京都文化博物館

後　援：京都新聞社、朝日新聞京都総局、毎日新聞

京都支局、読売新聞大阪本社、産経新聞社、

日本経済新聞社京都支社、NHK京都放送

局、KBS京都、FM京都、京都商工会議所、

京都日本画家協会、京都彫刻家協会

担　当：横山和弘・長舟洋司

概　要：新進作家の育成を図るとともに、卓抜した

創造性・技術性を備えた作品を紹介するこ

とにより、これからの美術・工芸の一層の

振興を図ることを目的とし、工芸と美術の

特色を活かすため、それぞれの分野を隔年

で開催するもので、今年度は美術分野を対

象とする。また本展は、審査員推薦作家・

大学等推薦作家からなる「招待部門」と、

一般の応募からなる「公募部門」との二部

門から構成され、公募部門については賞を

設けている。さらに今年度は、源氏物語千

年紀ということもあり、特別に「テーマ源

氏物語」を設けて、源氏物語を意識した美

術作品の応募を求めた。

作　品：大賞〔テーマ　源氏物語〕

亀山玲子「馥（ふく）」（日本画）

〔テーマ　自由〕

福森　創「種」（彫刻）

入場者：4,598人（1日平均328人）

関連行事：出品作家によるギャラリートーク

第1回　12月6日（土）午後1時30分～3

時

亀山玲子・福森創・牧 敦子・宮毬紗・中

尾美園・河村卓見・和田正泰・黒岩知里・

脇本慎也の9人の作家が参加

ギャラリーは約50人

第2回　12月13日（土）午後1時30分～

3時

重村香衣・佐々木真士・井上圭三・杉本晋

一・小枝繁昭・谷口淳一・八幡はるみ・和

田正泰・武田修二郎・脇本慎也の10人の

作家が参加

ギャラリーは約50人

併設展示：

「模写手本の世界～「源氏物語」を描く～」

協力：京都市立芸術大学美術学部日本画・

大学院美術研究科保存修復専攻

「京都府美術工芸新鋭展」入選作家によるギャラリートーク
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（3）京都府民ギャラリー事業への協力　　　　
京都府では、府民が身近に「文化・芸術の町」を体

感できる空間を創出するために、府民ギャラリー事業

を実施している。本事業は、京都府が所蔵する美術工

芸品のうち、「京の四季」や「京の絵本原画」等から

テーマを定めて構成した作品群を、府内の文化施設で

展示するもので、当館は（1）展示会場となる文化施

設の事前調査、（2）展示作品の選定、（3）会場での展

示指導などに協力している。
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「絵画でめぐる　京都美の探訪」展ちらし 「KAZARI日本美の情熱」展ちらし

「読む、見る、遊ぶ　源氏物語の世界」展ちらし 「ノリタケデザイン100年の歴史」展ちらし
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3-3 映画
（1）常設上映
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会　場：当館（8月30日、31日）、IMAGICAウェ

スト（9月1日）

内　容：映画フィルム復元に関する講義と実習

期　間：8月3～5日

参加者：65人

◇ ドイツ女性監督新作DVD上映『HANAMI』

共　催：ドイツ文化センター

会　場：当館映像ホール

内　容：ドリス・デリー監督作品『HANAMI』の

DVD上映。

期　間：9月4日

鑑賞者：91人

◇【第8回新京極映画祭連携企画】

温故知新～映画に見る挑戦

協　賛：新京極商店街振興組合

会　場：当館映像ホール

内　容：『路上の霊魂』『出世太閤記』『太平洋ひとり

ぼっち』等8作品の上映と資料展示。

期　間：9月5～28日

鑑賞者：1,264人

◇【京都映画誕生百周年事業】

京都映画100周年記念 Kyoto Filmmakers Lab

ベルリン国際映画祭タレントキャンパスと提携し、

平成20年9月13日から15日までの3日間、松竹京都

映画、東映京都撮影所、京都文化博物館で、合宿形式

による京都の映画撮影所での時代劇製作ワークショッ

プ、ドキュメンタリー製作ワークショップ、ベルリン

国際映画祭タレントキャンパス応募アシスタント・セ

ミナー等と公開シンポジュウムを開催した。

共　催：京都府、ドイツ文化センター、大学コンソー

シアム京都、東映京都撮影所、松竹京都撮影

所

提　携：ベルリン国際映画祭タレントキャンパス

会　場：東映京都撮影所、松竹京都撮影所、西陣町屋

スタジオ、当館映像ホール

参加者：19人（シンポジュウム50名）

参加者募集期間：7月1日～8月10日

募集定員：20名

応募者：30名

参加者審査： 8月19日＜公開審査＞

審査員：井上泰治（映画監督）、高橋剣（東映京都撮影

所）、井汲泰之（松竹京都撮影所）、森繁樹

（2）特別企画共催事業
◇【京都映画誕生百周年事業】

シンポジウム

「京都の若手映像作家育成のあり方を先進事

例（ベルリン国際映画祭）に学ぶ」

共　催：京都府、ドイツ文化センター、大学コン

ソーシアム京都、東映京都撮影所、松竹京

都撮影所

会　場：当館別館ホール

内　容：ドロテー・ヴェナー氏（ベルリン国際映画

祭タレントキャンパス・ディレクター）、

中島貞夫監督、林海象監督、北野圭太氏

（立命館大学）によるシンポジュウムとベ

ルリン国際映画祭タレントキャンパス受賞

作品の上映。

期　間：6月13日（12:00～）

参加者：103人

◇【京都映画誕生百周年事業】

映画業界関係者ラウンドテーブル「京都映画100年

と若手育成の意義」

共　催：京都府、ドイツ文化センター、大学コン

ソーシアム京都、東映京都撮影所、松竹京

都撮影所

会　場：当館別館ホール

内　容：文化庁、近畿経済産業局、京都府、VIPO、

映画監督協会、映画撮影監督協会、映画製

作会社、映像関係企業、在京大学映像学部

代表、映像クリエイターによる若手育成に

関する意見交換会。

期　間：6月13日（17:00～）

参加者：53人

◇日本映像学会関西支部第30回夏期映画ゼミナール

2008

黒澤明の表現力－その芸術性と娯楽性

共　催：京都府、日本映像学会関西支部

会　場：京都府立ゼミナールハウス

内　容：『七人の侍』、『椿三十郎』等9作品の上映と

シンポジュウム

期　間：8月30日～9月1日

参加者：70人

◇映画の復元と保存に関するワークショップ

共　催：大阪芸術大学、IMAGICAウェスト、プラ

ネット映画資料図書館、神戸映画資料館
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（京都府）、板倉一成（ディレクターズ・ユニ

ブ）、森脇清隆（当館）、権藤千恵（当館）

オブザーバー：林海象（映画監督）

育成ラボ日程：9月13日～9月15日

内　容：

■ ワークショップ（Hands-on時代劇、DOCド

キュメンタリー）

石原興氏（映画監督）、井上泰治氏（映画

監督）、マーク・バウター氏（ドイツ在

住・タレントキャンパス参加経験者・ド

キュメンタリー映画監督）を講師に、林海

象氏（映画監督）をアドバイザーに迎え、

Hands-on時代劇コース（参加者12名）と

DOCドキュメンタリー・コース（参加者7

名）の2つのコースのワークショップを開

催した。

会場：松竹京都撮影所、東映京都撮影所

■ 参加者プレゼンテーションと応募アシスタン

ト・セミナー

内容：舩橋淳氏（映画監督）、林海象氏（映画

監督）を講師として、タレントキャン

パスの解説、海外で映画を製作する仕

組みについて英語で討議。

会場：西陣町家スタジオ

■一般公開シンポジュウム「若手育成ラボの総括

と今後の課題」

シンポジュウムでは、今回の講師陣を交え、

開催されたワークショップの様子を紹介

し、その内容と今後の課題を検討。

会場：当館 映像ホール

参加者：50名

◇【第6回京都映画祭協賛企画】

日本映画の父・マキノ省三監督作品記念上映

協　賛：京都映画祭実行委員会

会　場：当館映像ホール

内　容：『忠臣蔵』（1912年）、『百万両秘聞』の上

映と資料展示

期　間：10月9～12日

鑑賞者：190人

◇【第3回太秦シネマフェスティバル協賛企画】

日本映画を支えた京都の映画職人たち2

～撮影・森田富士郎、脚本・中村努

主　催：太秦フェスティバル実行委員会

会　場：当館映像ホール

内　容：『大魔神』『大殺陣雄呂血』の上映と資料展

示

期　間：10月16～18日

鑑賞者：306人

◇「きものの似合うまち・京都」推進事業協賛企画

映画で楽しむ「源氏物語」

協　力：京都府染織・工芸室、和装振興財団

会　場：当館映像ホール

内　容：『源氏物語』『源氏物語浮舟』『新源氏物語』

の上映と資料展示

期　間：10月23日～11月9日

鑑賞者：1,093人

◇ぶんぱく子ども映画ワークショップ

探検！映画の博物館

会　場：当館映像ホール、映像ギャラリー、資料室、

フィルム収蔵庫

内　容：博物館内の映画資料関連設備の見学と映像

原理体験。

期　間：11月22日

参加者：10人

◇文化庁工芸技術記録映画上映会

共　催：文化庁

会　場：当館映像ホール

内　容：『木工芸―中川清司のわざ―』の上映と講

演。

期　間：3月18日

鑑賞者：129人

◇ぶんぱく子ども映画ワークショップ

春休みアニメーション製作ワークショップ

共　催：キンダーフィルムエスト・京都

会　場：当館映像ホール、別館講義室

内　容：アニメーション製作のワークショップと発

表会。

期　間：3月25～27日

参加者：13人
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（4）京都府映像文化センター運営委員

�����������	
��������������

����������

���������	
������������������������������

���������	
�������������������������������������

���������	
�������������������������

���������		�������������������

��������	
�����������������������

��������	
	��

��������	
�������������
�������������������

��������	
�����������������

��������	
��	����	����������������

��������	
���������������������� !�"#�

��������	
����

��������	
�	���������������������������

��

������������������

����������	
������������������������

����������	
���������������������������������

����������	
����������������������������

���������	
�����������

��������	
��

��������������������������

��������	
��������������

��������	������������������

����������������������

�����������������	
�����

��������������������

��������	
����

館10年のあゆみ』（1999年）を参照されたい。なお、

映像ホールでの企画上映にあわせて、ポスター・スチ

ル・チラシ等50点前後の資料を随時展示替えしなが

ら公開している。 2006年度は下記のテーマで展示し

た。

（3）映像ギャラリー常設展示
京都府所蔵の映画関連資料より、明治から昭和初期

の映画キャメラ・映写機、伊藤大輔文庫、大映京都撮

影所関連資料を展示している。また所蔵の映画作品か

ら73作品をダイジェストして収録し、検索システム

として公開している。詳細については、『京都文化博物

3-4 源氏物語千年紀事業と開館20周年事業
（1）源氏物語千年紀事業

王朝文学の最高傑作・源氏物語の作者である紫式

部の日記から、源氏物語が寛弘5年（1008）には宮

中で読まれ、評判になっていたことがうかがえる。

そのことから、平成20年（2008）を「源氏物語千

年紀」ととらえ、京都市内及び府内を中心として官

民を問わずさまざまなイベント、展覧会などが催さ

れた。当館も京都府の中核的な文化施設であること

から、展覧会をはじめ、映画上映、コンサート、講

演会などさまざまな催事を実施した。さらに今回は、

当館の貸しギャラリーをお借りいただく方々にも協

力を得、源氏物語をテーマにした催事を開催した。

おおよそ平成20年4月から12月までの間に、延べ

421,346人に上る来館者があった。以下に主な催事

を挙げる。
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①特別展

源氏物語千年紀展

（4・3階展示室／4月26日～6月8日）

読む、見る、遊ぶ　源氏物語の世界展

（4階展示室／10月2日～11月16日）

②常設展

（3階美術工芸展示室）

「源氏香の世界」と「現代京都画壇による源氏物語

絵」展

（6月17日～7月27日）

永樂即全「源氏物語五十四帖」と十七代永樂善五郎

（8月1日～9月21日）

雅の継承－源氏物語に挑む－田中親美・川面義雄

（9月26日～10月24日）

源氏物語千年紀「匠の美と技」

－京を彩る雅の世界－（11月1日～12月21日）

（2階歴史展示室）

平安宮の鬼瓦と鴟尾

（平成19年12月18日～平成20年4月20日）

現代の源氏絵～堂本印象と畠中光享～

（4月22日～6月8日）

千年前の京都へタイムスリップ

～古文書にみる平安京～（6月10日～7月13日）

光源氏ゆかりの地　雲林院の発掘成果

（7月15日～9月7日）

源氏物語名場面集－重要文化財大島本「源氏物語」

（9月9日～10月13日）

描かれた紫式部と「源氏物語」

（10月15日～11月16日）

平安時代の器類

（11月18日～平成21年3月15日）

（3階映像ホール）

「源氏物語」「源氏物語　浮舟」「新源氏物語」「千年

の恋　ひかる源氏物語」「地獄門」「美女と怪竜」「新

平家物語」「恋や恋なすな恋」の各映画を上映した。

③企画展　京都府委託事業

京都府美術工芸新鋭展～2008京都美術ビエンナー

レ～　　　（4階展示室／11月29日～12月14日）

④関連イベント

�源氏物語千年紀関連展示等鑑賞事業

京都府内の小中高校の児童・生徒及び引率の教員が

学習の一環として、源氏物語千年紀関連展示等を鑑賞

する場合、その入場料を免除した。

�石川九楊源氏物語五十五帖展－文字の変貌　～昔に

は劣りざまに浅くなりゆく世の末なれど～

（6階展示室／10月21日～11月9日／

特別協力事業）

�源氏物語と「宝塚歌劇」の世界展　～多くの女性を

魅了した源氏物語の演劇世界～

（別館ホール／10月4日～10月19日

／源氏物語の世界展関連事業）

（2）開館20周年記念事業
昭和63年（1988）10月1日に開館した当館は、

今年10月1日に開館20周年を迎え、それに合わせ、

開館20周年記念事業を行った。

①開館20周年記念式典

これまでの20年間に館運営にさまざまなかたち

でご協力いただいた方々に感謝状を贈呈した。贈呈

先は、文友会、金剛永謹、茂山千五郎、吉忠、MOK

の会、博和会、岩淵龍太郎、中島貞夫、日比野光鳳、

吉川蕉仙、鈴木雅也、中井貞次、浅野愛子、IMAG-

ICA、松栄堂、永樂善五郎、弥栄タクシー、都タク

シー、京阪電車、阪急電鉄の皆様（20の個人、団

体）

②常設展の無料公開　　

10月1日～5日までの5日間、無料公開した。5

日間で1393人の入場者があった。

③常設展の小中高校生の入館料の無料化（10月1日か

ら実施）

開館20周年を機に、次世代を担う子供たちに京

都の歴史や文化・芸術に身近に親しんでいただくこ

とを目的として始めた。平成21年3月末現在2890

人の子供たちが入場した。

④別館入口の館名板を新調（10月1日）

⑤夜間開館の実施

来館者の利便性をより高めることを目的として、

京都・美の探訪展（6月19日～7月21日）の開催

時から、特別展の開館時間の延長を開始した。毎週

金曜日に限り、閉室時間を午後6時から午後7時30

分とした。
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4．調査研究活動

4-1 学芸員の活動
（1）博物館研究費による研究
南　博史 ・中米における初期王権の発生と古代オル

メカ文明の拡散

市川　彰 ・江戸時代の源氏物語受容史の調査研究

横山和弘 ・博物館における歴史展示の方法論的研究

（2）外部研究費・共同研究等による研究
畑　智子 ・「明治期の技芸（工芸）技術活用によっ

て創出された京都七宝が果たした役割に

関する共同研究」サントリー文化財団助

成（代表／武藤夕佳里）研究協力者

南　博史 ・「エルサルバドル考古学プロジェクト」

（新大陸文化研究会：伊藤伸幸名古屋大

学大学院文学研究科助教）

森脇清隆 ・大阪芸術大学藝術研究所特別プロジェク

ト「玩具映画及び映画復元・調査・研究

プロジェクト」（代表：太田米男大阪芸

術大学教授）研究協力者

市川彰・横山和弘　・美術館連絡協議会2008年度美

術館活動助成【個人（グループ）事業】

「京都1435－1493 : 室町時代政治と美

術と－『蔭凉軒日録』の歴史学的・美術

史学的考察－」

林　智子 ・文部科学省 平成20年度「人文学および

社会科学における共同研究拠点の整備の

推進事業」委託費による文化女子大学文

化ファッション研究機構「服飾文化共同

研究」；プロジェクト研究 「江戸時代中

期から後期の小袖に関する復元模作を通

じた研究」（代表者　福島雅子・東京芸

術大学助手）研究分担者

（3）出講・委嘱
畑　智子 ・京都府美術工芸新鋭展-京都美術ビエン

ナーレ　審査員　

・福知山市佐藤太清賞公募美術展　審査員

・京都工芸美術作家協会展　審査員

鈴木忠司 ・（財）古代学協会委嘱 古代学協会評議員

『古代文化』刊行委員会編集委員

・岩宿文化賞選考委員

南　博史 ・文友会創立50周年記念事業準備委員

洲鎌佐智子・第20回工芸美術創工会展審査員

森脇清隆 ・京都国際学生映画祭顧問

・京都映画祭専門委員

・芸術科学会関西支部幹事

横山和弘 ・愛知県史編さん委員会　中世史部会　調

査協力員

林　智子 ・文化女子大学文化ファッション研究機構

研究員

（4）学芸員の業績
ａ．論文・著作

畑　智子 ・「雅の継承-源氏物語絵巻に挑むー田中親

美・川面義雄」展、展覧会冊子、2008

年9月

・「National Identity and Design Strategy

---Japan and China in the 19th centu-

ry」（『Another Name for Design: Words

for Creation（ ICDHS 2008 Osaka

Proceedings）』所収）藤田治彦編、

CSCD 大阪大学コミュニケーションデ

ザインセンター、2008年10月

・「並河靖之と近代七宝研究の現在」京都

文化博物館研究紀要『朱雀』第21集所

収、2009年3月

鈴木忠司 ・「岩宿時代の植物質食料」（「旧石器考古

学」第4号所収、2008年5月）。

・「丹生遺跡の発掘調査と始原文化の研究」

（「古代文化」第60巻第4号所収、2009

年3月）。

・「テプローホフ評伝掲載の経過を巡って」

（「古代文化」第60巻第4号所収、2009

年3月）。

・「編集後記」（『角田文衞博士追悼録』所

収、2009年3月）

鈴木忠司・武内直文・礫群調理実験グループ

石蒸し調理実験記録9）－安山岩による

石蒸し調理実験とストーンボイリングを

めぐって－（「朱雀」第 21 集所収、

2009年3月）

植山　茂 ・「琴と箏と琵琶」（『源氏物語千年紀展』、

所収、2008年4月）

・作品解説分担（『源氏物語千年紀展』、所

収、2008年4月）



－34－

・作品解説分担（『KAZARI 日本美の情

熱』所収、NHK・NHKプロモーション、

2008年5月）

・「いけばな資料を見る-1 連歌会の花」

（『華道』第71巻第1号所収、日本華道

社、2009年1月）

・「いけばな資料を見る-2 女重宝記・男重

宝記」（『華道』第71巻第2号所収、日本

華道社、2009年2月）

・「いけばな資料を見る-3 春日若宮おん祭

の千切り花」（『華道』第71巻第3号所

収、日本華道社、2009年3月）

・「平安宮出土軒瓦の新資料　-政所政治郎

手拓資料の紹介（1）（分担）」（『帝塚山

大学考古学研究所研究報告』XI所収、帝

塚山大学考古学研究所、2009年3月）

南　博史 ・「チャルチュアパ遺跡（エル・サルバド

ル共和国）の先古典期後期に関する一考

察（分担）」（名古屋大学文学部研究論集

「史学」第55号所収、2009年3月）

森脇清隆 ・「源氏物語、初めての映画化をめぐって」

（『源氏物語千年紀展』、所収、2008年4

月）

・「 CURATOR'S CHOICE『 祇園祭』」

（FC81号、東京国立近代美術館フィルム

センター発行、2008年10月）

・「第六回京都映画祭公式カタログ」作品

解説・「昭和残侠伝 死んで貰います」、

「江戸の悪太郎」、「続清水港」（第六回京

都映画祭実行委員会刊、2008年10月）

洲鎌佐智子・「作品解説」（『源氏物語千年紀展』所収、

2008年4月）

横山和弘 ・「平安時代の京のまち」（『源氏物語千年紀

展』、所収、2008年4月）

・「平安時代の女性と仏教」（『源氏物語千年

紀展』、所収、2008年4月）

・後白河法皇の遺領処分に関する一史料─

山科家領・六条油小路・高階栄子関係、

後白河法皇院宣の紹介─（京都文化博物

館研究紀要『朱雀』第21集所収、2009

年3月）

市川　彰 ・「町の絵師、源氏物語に挑む」（『源氏物語

千年紀展』所収、2008年4月）

・「作品解説」（『源氏物語千年紀展』所収、

2008年4月）

・「『源氏絵』の江戸時代」（『読む、見る、

遊ぶ 源氏物語の世界』所収、2008年

10月）

・「作品解説」（『読む、見る、遊ぶ 源氏物

語の世界』所収、2008年10月）

・「『都名所図絵』に記された名宝」（『朱雀』

第21集所収、2009年3月）

ｂ．発表・講演

畑　智子 ・「National Identity and Design Strategy

---Japan and China in the 19th centu-

ry」（国際デザイン会議／於大阪大学中之

島センター、2008年10月26日）

・「KAZARI 日本美の情熱」展ギャラリー

トーク 2008年8月15日／9月12日

・「ノリタケデザイン100年の歴史」展

ギャラリートーク2009年1月16日／2

月13日

植山　茂 ・「能と源氏物語」（歴史常設展展示解説、

京都文化博物館、2008年7月12日）

・「平安時代の三条通り」（京都文化博物館

友の会歴史文化講座、京都文化博物館、

2008年12月13日）

・「平安貴族の好んだ陶器と磁器」（歴史常

設展展示解説、京都文化博物館、2008

年12月13日）

・「京から出土する中国のやきもの」（歴史

常設展展示解説、京都文化博物館、

2009年3月14日）

・「KAZARI 日本美の情熱」展ギャラリー

トーク（2008年8月8日／22日／29

日／9月5日）

南　博史 ・宇佐美直秀（宇佐美松鶴堂）「源氏絵と

三十六歌仙絵の修復」（歴史常設展展示

解説、2008年5月17日）

・「夏休み子ども企画『教えて考古学』」（歴

史常設展展示解説、2008年8月9日）

・荒木かおり（川面美術研究所）「『匠の世

界』扇面～王朝文化の色を再現～」（歴

史常設展展示解説、2008年11月16日）

・中村進（中村三次郎商店）「『匠の世界』

～畳～」（歴史常設展展示解説、2009年

2月28日）

森脇清隆 ・京都映画百年記念「京都映画100年と若

手育成の意義」映画業界関係者ラウンド

テーブル（パネル進行、京都文化博物館、
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2008年6月11日）

・京都映画百周年記念 Kyoto Filmmakers

Lab「若手育成ラボの総括と課題」（パネ

ル進行、京都文化博物館、2008年9月

15日）

・ぶんぱく子ども教室「京都が日本のハリ

ウッド？ 探検！映画の博物館」（講師、

京都文化博物館、2008年11月22日）

・「映画という文化財～京都の映画文化

アーカイヴ」（講演、同志社大学文化情

報学部、2008年10月11日）

・「フィルムアーカイヴの現状と問題･･･京

都を中心に」（講演、立命館大学産業社

会学部、2008年11月22日）

洲鎌佐智子・「ノリタケデザイン100年の歴史」展ギャ

ラリートーク2009年1月30日、27日、、

3月13日

横山和弘 ・「源氏物語の時代」（特別展「源氏物語千

年紀展」特別講座、京都文化博物館、

2008年5月18日）

・「古文書にみる平安京～七条令解の世界

～」（歴史展示室展示解説、京都文化博

物館、2008年6月28日）

・「重要文化財　大島本『源氏物語』につ

いて」（歴史展示室展示解説、京都文化

博物館、2008年9月27日）

・「光源氏ゆかりの地　雲林院とその周辺

を歩く」（ぶんぱく歴史文化講座、京都

市北区雲林院周辺散策、2008年11月

15日）

・「中世仁和寺の歴史と文化～『徒然草』

に採りあげられた仁和寺の寺院社会を垣

間見る～」（立命館大学文学部主催、総

本山仁和寺共催、連続講座『徒然草』と

御室仁和寺の風景、総本山仁和寺、

2009年1月10日）

・「京の都は大にぎわい～町田家本『洛中

洛外図屏風』の世界～」（歴史展示室展

示解説、京都文化博物館、2009年1月

24日）

市川　彰 ・「江戸絵画にみる源氏物語受容」（「源氏物

語千年紀展」講演会、2008年5月25日）

・「源氏絵と源氏意匠」（「読む、見る、遊ぶ

源氏物語の世界」講演会、2008年10月

4日）

・「掛軸の話」（淡交会京都支部茶道セミ

ナー、2008年10月27日）

・「『読む、見る、遊ぶ源氏物語の世界』の

楽しみ方」（京都文化博物館友の会講座、

2008年10月30日）
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5．普及活動

5-1 出版物
（1）京都文化博物館研究紀要『朱雀』
◇『朱雀』第21集

発　行：京都文化博物館

発行日：2009年3月31日

印　刷：㈱吉川印刷工業所

体　裁：B5判、144ページ

編集担当：鈴木忠司

所載記事：

【論　攷】

野口　剛 源氏物語画帖の詞書をめぐる考察

畑　智子 並河靖之と近代七宝研究の現在

【研究ノート】

鈴木忠司・武内直文・礫群調理実験グループ

石蒸し調理実験記録9）－安山岩によ

る石蒸し調理実験とストーンボイリン

グをめぐって－

市川　彰 『都名所図絵』に記された「名宝」

【史料紹介】

横山和弘 「後白河法皇の遺領処分に関する一史

料─山科家領・六条油小路・高階栄子

関係、後白河法皇院宣の紹介─」

（2）京都文化博物館年報
◇2007（平成19）年度

編集・発行：京都文化博物館

発行日：2008年12月25日

印　刷：㈱吉川印刷工業所

体　裁：A4判、42ページ

編集担当：鈴木忠司

（3）展覧会図録
◇『源氏物語千年紀展～恋、千年の時空をこえて～』

編　集：京都文化博物館

発　行：京都府、京都文化博物館、日本経済新聞社、

京都新聞社、NHK京都放送局、NHKプラ

ネット近畿

発行日：2008年4月26日　

制作・印刷：日本写真印刷株式会社

体　裁：タテ29.7cm×ヨコ22.6cm、280ページ

◇『絵画でめぐる　京都・美の探訪』

編　集：京都文化博物館学芸課

発　行：京都文化博物館

発行日：2008年6月19日　

制作・印刷：ニューカラー写真印刷株式会社

体　裁：タテ24.0cm×ヨコ25.0cm、132ページ

◇『読む、見る、遊ぶ源氏物語の世界－浮世絵から源

氏意匠まで－』

編　集：京都文化博物館

発　行：京都文化博物館

発行日：2008年10月1日　

制作・印刷：日本写真印刷株式会社

体　裁：タテ28.0cm×ヨコ21cm、170ページ

◇『京都府美術工芸新鋭展～2008京都美術ビエン

ナーレ～』

編集・発行：京都府・京都府京都文化博物館

発行日：2008年11月29日

制作・印刷：ニューカラー写真印刷株式会社

体　裁：タテ29.7cm×ヨコ21.0、16ページ
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5-2 講演会・音楽会
（1）講演会など
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b. 祇園祭協賛事業：宵山ミュージアムコンサート

日　時：2008年7月12日、13日、15日、16日

主　催：京都文化博物館

後　援：京都文化博物館友の会・京都文化博物館ろ

うじ店舗博和会

会　場：京都文化博物館 別館ホール

演奏者：

7月12日

"Rhinestone Cowboy"（アメリカン・
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協　賛：吉忠株式会社

協　力：アマデウス音楽事務所

企画・解説：岩淵龍太郎（京都市立芸術大学名誉教

授・京都文化財団理事）

（2）音楽会
a．京都文化博物館音楽会シリーズ「歴史と共に〈音

楽〉を楽しむ」

主　催：京都文化博物館

後　援：京都文化博物館友の会
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生田流宮城社麗調会社中（筝曲演奏）

7月16日

大船鉾保存会のみなさんによる「祇園囃

子」実演（開館20周年記念・特別出演）

生田流宮城社麗調会社中（筝曲演奏）

入場者：5,850人

＊祇園祭協賛事業として開催し、午後9時30分

まで別館の開館時間を延長した。

c. オータムミュージアムコンサート

日　時：2008年11月15日、16日

会　場：京都文化博物館 別館ホール

演奏者：

11月15日　

NANA-IRO（ギターデュオ）

満月堂（フォーク）

澤田よしひろとくろじん↑（フォーク）

Grand Chariot（クラシック・ポップ

ス）

Cotys（室内楽）

11月16日

阿武野逢世＆鈴江先子（源氏物語千年紀

ライブ）

Drakskip（北欧伝統音楽）

Cooley High Harmony（アカペラ）

アンサンブルセリオーソ（弦楽）

オルケスタ山崎（ビッグバンド・ラテン）

テオフィール室内合奏団（室内楽）

入場者：2,440人

カントリー・ミュージック）

ルアナ（ハワイアン）

One Voice Kawanishi（ゴスペル）

Cats and Doll（ジャズコンボ、ヴォー

カル）

サントロペの仲間たち（シャンソン・カ

ンツォーネ）

LASSiE（オールドタイム）

Purities（モダンフォーク）

串田陽子ピアノBAND＋井上章一（ジャ

ズコンボ、ヴォーカル）

7月13日

アールグレイ（オールディーズ）

花とおじさん（オールディーズ）

New Sounds Combo（ジャズコンボ）

THE JUKE BOX（オールディーズ）

Bon Appetit（MPB、ボサノバ）

L.A.（アメリカンポップス）

Drakskip（北欧民族音楽）

ニューシャープハードオーケストラ

（ジャズ・ポップス）

7月15日

御所南チェンバーミュージック・アンサ

ンブル（フルートカルテット）

オカリナアンサンブル・アンシャンテ

（オカリナ）

テオフィール室内合奏団（室内楽）

馬頭琴弾き　福井則之（馬頭琴・ホー

ミー）

5-3 博物館実習
実施期間：2008年8月5日～8月8日

実 習 生：京都府立大学4名、立命館大学3名、京

都造形芸術大学2名、京都外国語大学2

名、京都精華大学3名、滋賀県立大学1

名、愛知教育大学1名、摂南大学1人

実習内容・担当者：

・博物館の概要・館内見学 ─鈴木　忠司

・美術資料について ─野口　　剛

・工芸品について ─洲鎌佐智子

・芸艸堂　木版刷り見学 ─畑　　智子

・文献資料について ─横山　和弘

・考古資料について ─植山　　茂

・学習普及活動参加 ─南　　博史

・映像資料について ─森脇　清隆

・展示環境について ─長舟　洋司

・まとめと反省 ─全担当学芸員



－40－

5-4 その他の活動
（1）資料閲覧室
当館の図書資料は、歴史・考古・美術・工芸・映像

など多分野にわたり、現在単行本約71,260冊、逐次

刊行物約3,320タイトル（73,610冊）を収蔵してい

る。中でも埋蔵文化財の発掘調査報告書が約30,130

冊、展覧会図録が約11,530冊と多く、また､映画のシ

ナリオを約12,000冊収蔵しているのも特徴である。

これらの図書資料については、研究目的で特に閲覧を

希望する者に対して公開している。なお、本年度の書

籍の受け入れ数は、3,530件であった。

（2）文化情報コーナー
1階の文化情報コーナーでは、京都府内を中心とす

る美術館・博物館などの文化施設から送られてくるチ

ラシやリーフレットなどを置いて、来館者が自由に持

ち帰ることができるようにするとともに、近畿の歴史

文化についてのDVDによる動画情報の 「歴史街道－

ロマンへの扉」を設置して、来館者に情報を提供して

いる。また、NTTの無線LANスポットの設置場所に

もなっている。

（3）ホームページによる広報とコンテンツの提
供
当館に於けるwebサイトの運用は、17年6月に現在

のデザインを導入して以来、随時、改良とページの追

加などを行い、そのアクセス数を増加してきた。20年

度は当館20周年、源氏物語千年紀の年でもあり、特

設ページを設けるなどコンテンツを充実させていた。

さらに年度末より館の持っている魅力をより伝えるコ

ンテンツづくりを目指し、サイトの再編を行っている。

（4）生涯学習ボランティア
当館の生涯学習ボランティアは、京都府長寿社会政

策室が生涯学習の振興を図るため、京都府の文化施設

にボランティアを導入するよう呼びかけ、これに応じ

て平成6年4月15日に英語ボランティア・グループ

「MOKの会」を結成した。

以後、外国人の入館者を対象に、2階常設展示（歴

史展示室）において英語によるガイドとしてサービス

を行っている。

また、「MOKの会」の行事として総会・例会・研修

会などを通じ、会員の研鑽に努め独自の活動を実施し

ている。

とくに、今年度後半からは京都文化博物館の常設展

示リニューアル事業計画の本格化に応じて、リニュー

アル後の活動を再検討する検討会を立ち上げ、博物館

の学習普及ワーキングチームと連携しながら、会の運

営体制も含めた再検討を始めた。

◇2008年度の役員（会員数32名）

会　長：浅野伊三夫

副会長：河上和子（会計）

副会長：浜田千鶴子（庶務）

◇2008年度の活動

2008年 4月12日 2008年度総会

6月14日 6月例会　報告およびskyフェ

スティバル、見学研修会につ

いて

9月13日 9月例会　報告および見学研修

会（琵琶湖博物館）について

学芸員による研修「読む、見

る、遊ぶ源氏物語の世界」（南

主任学芸員）

9月13・14日 SKYふれあいフェスティバル

2008参加

10月1日 京都文化博物館開館20周年の

つどい参加（館長より表彰を

受ける）

10月12日、14日 オーストラリア・エルダーク

ラブ団体案内・本能工房案内

10月21日 第1回MOK会活性化検討会

11月 8日 見学研修会（琵琶湖博物館）

12月 6日 第2回MOK会活性化検討会

12月13日 埼玉大学国際学科団体案内

2009年 1月10日 1月例会　報告および平成21

年度役員選出。第3回MOK会

活性化検討会。

2月14日 子ども教室プログラム「館内
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120件 

100件 

80件 

60件 

40件 

20件 

0件 

月別申込み件数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

常設展のみ 特別展 その他 

団体種類別件数 

小学校 14 
中学校 38 
高　校 32 
専門学校 0 
大　学 20 
支援学校 6 
一　般 170 

合　計 280

団体 件数 

グルグル　クイズでビンゴ」

協力

3月14日 3月例会　2008年度役員選出

会　長：森原勝司

副会長：真方千晶（会計）

副会長：津田恵都子（庶務）

決議／ぶんぱくリニューアルに向けてMOK会活性

化にむけての提案事項

（5）団体見学案内
個人での来館とは別に、数人から100人程度のグ

ループによる来館がある。これに対しては、事前の申

し出があれば施設、常設展示、特別展等の解説に応じ

ている。2008年度の来館件数は281件であった。こ

のうち解説を行ったのは、63件である。団体来館は学

校の授業、修学旅行などの行事の一環として行われる

ことが主体で、全体の4割をしめるが、各種の文化

サークルや団体旅行での訪問も多い。学校の区分では

中学校が一番多く、高校、大学がつづく。

本年度は源氏物語千年紀であることから前年に比べ、

団体数約100件、来館数約3000人の増加となった。

（6）京都文化博物館友の会　　
友の会は、歴史、美術、工芸、映像等に興味を持つ

人々が、京都文化博物館を通して楽しみながら博物館

活動に協力することを目的とする。

1．会員の特典

・会員証で常設展（映画鑑賞を含む）、特別展の無料

での観覧

・会員同伴者5人以内を限度として1人20％の割引　

・友の会が主催・後援する行事等の案内

・毎月、博物館の催事情報や各種行事案内の送付　　

・博物館発行出版物の割引

2．会　費

・個人会員 年会費　6,000円

・グループ会員（2名以上） 年会費　5,000円

3．2008年の状況　　　

会員総数；713名（個人521名、グループ192名）

◇ 見学会

第1回（第84回　文化財研修講座）

2009年2月20日（金）

見学先「重要文化財石清水八幡宮本殿及び外殿他

4棟の保存修理現場等」

「石清水八幡宮境内の主な建造物文化財の

鑑賞」

講　話「石清水八幡宮の歴史」石清水八幡宮　宮

司　田中恆清氏

説明者　塚原十三雄氏（京都府教育委員会文化財

保護課　文化財専門技術員）

菅井美昭氏（石清水八幡宮　禰宜）

参加者　28名（友の会会員）

（文化財保護基金と共催）



ぱくをとおしていろいろな世界を知ろう。3．ぶんぱ

くを知ろう。

今年度も地域の方々に参加いただく実行委員会を設

立し、地域と一体となって年間を通して子どもに安全

な地域づくり、京都文化に対する子どもの関心を高め

る活動を行った。

委員会名簿：西嶋直和（代表）、河野泰、長谷川忠夫、

西村祐一、麻野博司（2009年より）

担　当：南博史、森木礼子、渡辺紀久子（以上、学習

普及ワーキングチーム）

おもな活動：

①浴衣を着て祇園祭体験（7月13日）

概要／祇園祭の岩戸山町へ出かけた。保存会の方

から祇園祭のお話しを聞き、ゆかたの着付

けでは一人で着ることに挑戦。そのあと岩

戸山の曳き初めに参加した。

協力／岩戸山保存会前理事長、花着物学院講師、

学生ボランティア

参加者／20名＋保護者

②教えて考古学（7月26日）

概要／当館の歴史展示室内で考古学を体験。夏休

み企画として開催中であった「教えて考古

学」の展示を見学したあと、実際の出土遺

物を使って、分ける・探す・くっつけ、も

との形に復元する作業を体験した。

協力／並河靖之七宝記念館学芸員

参加者／9名＋保護者

③家紋を学ぶ（8月10日）

概要／京都紋章工芸協同組合創立60周年記念事

業と連携させた活動。文様の描き方体験や

保護者対象にはミニ講座など親子～3代で

家紋を学び、楽しんだ。

協力／京都紋章工芸協同組合

参加者／家族17組、子ども19名

④別館屋根裏探検と折り紙建築（8月23日）

概要／国の重要文化財である別館の地下から屋根

裏までを見学してまわり、建物に対する理

解や興味を深めたうえで、別館の折り紙建

築を製作した。

協力／文博OBボランティア

参加者／25名＋保護者

⑤クイズ「子どもが大人に挑戦。三条通りは不思議

がいっぱい？！」（11月3日、15日）

概要／三条通りを歩いて「好きな場所」「嫌いな場

所」「不思議な場所」を見つけ、大型マッ

◇ 文化講座

2008年10月30日（木）

開館20周年記念特別展「読む、見る、遊

ぶ　源氏物語の世界」展（概要解説）

場　所　別館講義室および展覧会場

参加者　46名　　　

講　師　市川　彰（京都文化博物館学芸員）

2008年11月15日（土）

第1回　ぶんぱく歴史文化講座（野外講座）

場　所　光源氏ゆかりの地　雲林院とその周辺を歩

く

［雲林院、紫式部墓所、紫野斎院跡（七野

社）、紫式部供養塔（千本えんま堂）］他

参加者　33名

講　師　横山　和弘（京都文化博物館学芸員）

2008年12月13日（土）

第2回　ぶんぱく歴史文化講座「平安時代の三条通

り」

場　所　映像ホール

参加者　27名

講　師　植山　　茂（京都文化博物館主任学芸員）

2009年1月10日（土）

第3回　ぶんぱく歴史文化講座「源氏物語の邸宅と

平安京」

場　所　別館講義室　

参加者　26名

講　師　藤本　孝一（龍谷大学客員教授、元文化博

物館主任学芸員）

（7）学習普及活動
◇「ぶんぱく子ども教室」事業

京都文化博物館学習普及ワーキングチームが主体と

なって行っている。今年度は博物館内部プロジェクト

チーム「次世代育成プロジェクト」による活動のオー

ソライズ、中長期的計画のもとに事業を行った。

昨年度実施した文化庁主催「芸術拠点形成事業～

ミュージアムタウン構想～」に再度応募。「教えて考古

学」と「家紋を学ぶ」が採択された。これらを含めて

「ぶんぱく子ども教室」活動として実施した。

なお、ぶんぱく子ども教室活動の目的は以下の3つ

である。

1．ぶんぱくをとおして京都の町を知ろう。2．ぶん
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プを作った。2日目はそれをもとにクイズ

を作り大人たちに解いてもらった。

協力／学生ボランティア

参加者／6名（クイズ参加者52名）

⑥京都が日本のハリウッド？　探検！映画の博物館

（11月22日）

概要／映画フィルム収蔵庫の見学。上映のしくみ

を学んだあと、実際のフィルムに絵を描い

て上映した。

参加者／3名

⑦アート＠ぶんぱく「おもちゃをアートに！（12月

14日）

概要／彫刻家、増野智紀氏の指導による美術教室。

いらなくなった古いおもちゃを各自持参し

アート作品に変身させるというもの。開催

中のビエンナーレ展見学を活動の動機づけ

とした。

参加者／10名＋保護者

⑧博物館内ぐるぐる探検ツアー（2月14日）

概要／前半は、博物館のさまざまな場所や設備を

館員から話を聞きながら探検。後半は、

チームにわかれ、館内をビンゴ形式のクイ

ズに答えながら歩いた。

協 力／館内全員、子ども委員、MOK、学生ボラ

ンティア、文博OBボランティア

参加者／25名

⑨アニメーション・ワークショップ（2009年3月

25日～27日）

概要／3日連続のアニメーション製作ワーク

ショップ。「NPOキンダーフィルムフェス

ト・きょうと」の企画・協力を得て実施し

た。最終日は3階の映像ホールにて上映し、

みんなで楽しんだ。

協力／NPOキンダーフィルムフェスト・きょうと

参加者／13名

（8）地域との連携
①「まちなかを歩く日」への参加と協力

地域住民・団体が中心となって組織している「歩い

て暮らせるまちづくり推進会議」（2000年7月設立）

が、活動趣旨の啓発と普及を図るために地域全体で開

催する「まちなかを歩く日」のイベント（11月15・

16日）に、当館も昨年に引き続き参加した。第9回目

となる今回のテーマは、「スマート・サイクリング」。

不法駐輪など自転車問題は「京のまちなか」にとって

大変重要なテーマである。京のまちなか9学区（城巽、

龍池、本能、明倫、初音、柳池、日彰、生祥、立誠）

では両日を中心にさまざまな活動が行われ、恒例の

「まちなかを歩く日」は、自転車との共存について自転

車側、歩行者側両方から考える機会になった。

当館が主催・協力した活動（テーマ：ぶんぱくまち

なかミュージアム）、および関連催事は以下のとおりで

ある。

主催事業：

a．ぶんぱく子ども教室「子どもが大人に挑戦　三条

通りは不思議がいっぱい」2日目（15日10時～15

時）

子ども対象のプログラム。京の三条まちづくり協

議会のご協力を得て、子どもたちが調査してつくっ

た三条通りのクイズに大人が挑戦。また、中庭には

1日目（11月2日）で制作した三条通りマップを掲

示した。

クイズ参加者／52名

c．おこしやす・ぶんぱくフリーマーケット（16日）

高倉通に沿って館員が中心となったフリーマー

ケットを展開した。

d．「歴史常設展示ギャラリートーク」（16日13時30

分～14時30分）

e．関西文化の日。両日とも常設展示入場無料。

協力事業：

a．別館前総合情報拠点設置（15日・16日）（あるく

ら本部）

b．VELLO TAXI 別館前待機スペースの提供（NPO

法人環境共生都市推進協会）

c．「親子で歩く三条通り　わたしたちが住んでいるま

ちってどんなまち」（京の三条まちづくり協議会と建

築士会との共催）「別館屋根裏見学」

関連催事：

a．「オータム・コンサート」（15日・16日）

②「関西文化の日」事業への連携

関西広域機構主催の本事業に、11月15日（土）、16

日（日）の両日協力した。常設展を無料開放し、2日間

で1,480人（15日：702人、16日：778人）の方々

にお越しいただいた。無料ということもあり、お客様

の反応もよく、普段博物館になじみのない方にも親し

んでいただくことができた。なお、20年度は11月15

日、16日に開催したオータムミュージアムコンサート

を「関西文化の日」の当日イベントとして登録し、同

コンサートには2日間で2,440人が参加した。 事業

全体では357施設が参加し、総入場者数は約317,000

人（前年度比1.8％増）であった。
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③「きものの似合うまち・京都」推進事業への協力

今年も昨年に引き続き、10月1日（水）から12月

25日（木）まで、本事業への協力を行った。期間中に

は、和服姿の来館者が目に見えて増加し、本事業の定

着と着実な効果が感じられる。

本事業は、京都府、京都市、京都商工会議所、（財）

京都和装産業振興財団、京都織物卸商業組合、西陣織

工業組合、京友禅協同組合連合会、京染卸商業組合、

西陣織物産地問屋協同組合の9団体で構成する「きも

のの似合うまち・京都」実行委員会の主催事業であり、

2001年度から始められたものである。

当初は、着物での来館者に対する割引制度であった

が、2003年度からは、「きものパスポート」持参のき

もの着用者は特別展、常設展とも入場料無料、同伴者

は20％割引と、サービス内容が充実した。しかしな

がら、平成18年度からは、常設展入場料は引き続き

無料であるが、特別展入場料については割引（18年度

は2割引、昨年度からは前売料金割引）となりサービ

ス内容が若干変更されている。利用者数は、特別展へ

の入館者は241人、常設展への入館者は474人であっ

た。

また、会期中（11月12日～12月19日）には、本

館エントランスを利用して伝統産業の実演を行い、特

に週末や祝日は多くの方が見学された。映像ホールで

は、「映画で楽しむ『源氏物語」特集」と題して本事業

に協賛して映画の上映を行った。

さらに、本事業に関連して、「伝統産業の日2009」

［京都市主催、3月13日（金）～3月22日（日）］の事業

にも併せて協力した。春の実施期間には、常設展への

入館者は176人（特別展は割引対象外）であった。

加えて平成17年度から、成人の日［1月 12日

（月・祝）］も、成人式当日に式典会場において配布す

る「チケット」を提供したきもの着用の新成人につい

ては常設展を無料とした。今年度の利用者は1名で

あった。

④「ミュージアムぐるっとパス関西2008」への参加

関西の2府4県（大阪、京都、兵庫、奈良、滋賀、

和歌山）の合計66施設（2007年度は65施設）で利

用が可能な「ミュージアムぐるっとパス関西2008」

事業を実施した。主催は前述の66施設で組織する

「ミュージアムぐるっとパス関西2008」実行委員会で

ある。1冊1,000円で販売するパスを購入すると、最

初の利用日から3ヶ月間（2005年度までは2ヶ月間）、

対象施設で入場が無料となるなど様々なサービスが受

けられる。当館については、常設展が無料、特別展が

前売券料金となる特典を設定した。

今年度の当館での利用者は、常設展680人、特別展

711人であった。

⑤京の三条まちづくり協議会から、当館に対し永年の

三条通り界わいのまちづくり活動に対する感謝状の贈

呈があった。（平成21年3月12日）

�指定管理者制度による運営

京都府において16年12月に制定された、京都府

の施設の管理等に関する条例により、当館は「指定

管理者制度の例により」、今年度から3年間の施設等

の無償貸付が決定され、引き続き、運営管理を行う

こことなった。

�常設展リニューアル

平成23年度「常設展リニューアル」に向けて、

「経営・企画委員会」及び館内の「常設展リニューア

ルプロジェクト」等において、実施に向けて京都府

と調整を行いながら作業を進めてきたが、今年度設

計費の予算要求を行い、21年度、2・3階の常設展

示室の全面改修のための設計費が計上された。
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6．ギャラリー事業

6-1 5・6階展示室
（1）京都文化財団展示室運営委員会
美術・工芸作家等が京都文化博物館5・6階展示室

及び京都府立文化芸術会館展示室を使用するにあたっ

て、展示室運営を適正かつ円滑に進めるために、京都

文化財団では展示室運営委員会を設置している。本委

員会の委員は学識経験者ならびに美術・工芸作家の中

から理事長が委嘱し、任期は2年である。委員会の構

成は学識者1名、日本画3名、洋画2名、彫刻1名、工

芸3名（染織・陶芸・漆芸各1名）、書2名（仮名・漢

字各1名）、写真1名の計13名で、展示室の使用を希

望する美術・工芸作家などの作品について審議してい

る。

2008年度の委員会は以下のとおり開催した。
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（2）美術・工芸作家の利用
当館では開館以来5階展示室に、又6階においては

1997年7月より美術・工芸作家が利用できる場を設

けている。利用期間を原則として毎月21日から月末

の前日までと定め、府内に活動の本拠を持つ作家及び

府内にゆかりのある作家に限定している。展示作品は、

絵画・彫刻・工芸・書・デザイン・写真・華道などの

ジャンルで、内容の充実しているものとし、利用の可

否については、展示室運営委員会において利用申込者

の作品を審議して決定している。

2008年度の利用件数は、53件であった。
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（3）生涯学習的発表期間の利用
1998年より、5階・6階各展示室に生涯学習的発表

期間を設けた。これは美術・工芸作家の利用に準ずる

利用期間として、美術・工芸作家及び技能芸能継承者

の指導するグループの発表期間を設けたものである。
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（1）利用状況　
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（4）一般の利用
5階展示室及び6階展示室は美術・工芸作品の展覧

会などの他、京物と称される京都の伝統産業製品を紹

介することを目的とした展示会、内見会、見本市など

の会場としても利用されている。
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石川九楊展会場風景 風俗博物館主催：紫の縁会場風景（舞楽演奏開催時）

6-2 別館ホール
旧日本銀行京都支店（重要文化財）の営業室であっ

た別館ホールは、通常は明治時代の代表的な洋風近代

建築の内部を公開しているが、一方で多目的ホールと

しての機能も持っている。特別展の開会式やレセプ

ション、音楽会など館主催の事業に使用するとともに、

貸会場として展覧会や音楽会、古本市等の商業催事か

ら結婚式まで様々な催事の利用に供している。
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（2）源氏物語千年紀関連事業
①「源氏物語千年紀展」関連イベント

◇朗読と朗読劇「源氏物語-紫の上　月の露」

日　時：2008年5月1日、8日、15日　14：00

～15：00

出　演：朗読演劇サークル「木もれ日」

入場者：540人

◇阿武野逢世「源氏物語千年紀」ライブ

日　時：2008年5月2日、16日、30日、6月6日

13：00、14：30、16：00（各回30分、

3回公演）
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源氏物語と「宝塚歌劇」の世界展会場風景
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出　演：阿武野逢世（ボーカル、ギター）、鈴木先子

（オカリナ）

入場者：1,020人

②「読む、見る、遊ぶ　源氏物語の世界」展関連事業

◇源氏物語と「宝塚歌劇」の世界展

～多くの女性を魅了した源氏物語の演劇世界～

開催日：2008年10月4日～19日（14日間）

概　要：宝塚歌劇の源氏物語をテーマにした舞台で

実際に着用された衣装や、上演時に使用さ

れた道具類、ポスター、台本、写真パネル

などの展示

入場者：9,556人
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7 管理・運営

7-1 経営・企画委員会

7-2 組織と職員
（1）組　織

（2）京都文化財団役員

京都府京都文化博物館 

京都府立文化芸術会館 

京都府立府民ホール 

京都文化財団 

本部事務局 
　　総務課 

総務係・経理係 

文化財保護基金室 

館長―副館長 

総務課 

総務係 

経理係 

事業推進係 

学芸課 

美術・工芸 
　歴史・考古・ 
　民俗担当 

映像・情報担当 

※総務課は京都文化財団本部総務課を兼ねる。 

����

�����������	
�
���

����������������������

������������������������������

�����������������	
�������������

������������������������	
�������������

��������	
�������������������������

������������������

����������	��������������	���������

��������	
�����������������������

����������������������������

��������	
����������������������������

����������	
����������������

��������	
�������

��������	
�����������

��������	
�����������������������

���������������������������

2004年に「京都文化博物館活性化検討会」から出

された「活性化提言」に基づき、同年8月に「経営・

企画委員会」が発足し、外部からの知見を取り入れる

形で、博物館の活性化へ向けた取組が始まった。当委

員会からの意見を受けて、別館のリニューアルによる

「にぎわい創出」や数値目標を掲げた中長期計画の確立

等改革が進められてきたが、常設展リニューアルの課

題を巡って足踏み状態が続く中で、その暫く活動も休

止状態にあった。2008年8月、2年ぶりに再開され、

以降10月、2009年3月と3回にわたって常設展リ

ニューアルの課題を中心に議論され、実現への見通し

に大きく貢献した。

なお、経営・企画委員会については、本年度をもっ

て4年半にわたる活動に終止符を打つことになった。
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7-3 施設
（1）本館関係
所 在 地：京都市中京区高倉通三条上ル東片町623-1

設　　計：京都府土木建築部営繕課・㈱久米建築事

務所

施工期間：1986年10月～1988年9月

敷地面積：4,790.35㎡（別館を含む）

建築面積：3,481.04㎡（別館を含む）

延床面積：15,827.42㎡（別館を含む）

本館床面積内訳：

地階 2,242.42㎡／1階 2,265.29㎡

2階 1,853.39㎡／3階 1,908.79㎡　　　

4階 1,442.19㎡／5階 1,442.19㎡

6階 1,218.28㎡／7階 1,010.43㎡

塔屋 182.88áu

構 造：鉄骨鉄筋コンクリート造／一部鉄骨造

（2）別館関係
所 在 地：京都市中京区三条通高倉西入ル菱屋町48

番地

設　　計：辰野金吾・長野宇平治

施工期間：1903（明治36）年9月～1906（明治

39）年6月

延床面積：2,261.56㎡

別館構造：建築面積－819.67㎡

煉瓦造、2階建一部地下1階

スレート・銅板葺、両翼塔屋付

旧金庫構造：建築面積－187.10㎡

煉瓦造、1階建、桟瓦葺

指　　定：重要文化財

指 定 名 称－旧日本銀行京都支店

指定年月日－1969年3月12日

指定書番号－建第1,708号

（3）京都文化博物館職員
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7-4 ろうじ店舗
「ろうじ店舗」は本館1階にあり、江戸時代末期の京

町家の外観を復元したものである。高倉通側には京料

理などの飲食店、西側の路地には京物と呼ばれる伝統

工芸品や土産物を扱う物販店が営業している。また、

ろうじ店舗各店でつくる「ろうじ店舗博和会」は当館

の協力会として催しにあわせて積極的に活動している。

本年度のろうじ店舗利用者は212,308人であった。

（1）ろうじ店舗一覧
◇紙の店―楽紙舘

◇京しゅみー菰軒

◇京のエッセンス17舗名店会（順不同）

薫香―松栄堂　　　　　　京麩―半兵衛麩

念珠―福永念珠舗　　　　京菓子―鼓月

京佃煮―野村　　　　　　宇治茶―福寿園　　

京扇子―とくの　　　　　京象嵌―川人象嵌

八つ橋－井筒八ツ橋　　　京の額―古澤仙壽堂

京小間物―光悦　　　　　野菜せんべい―京煎堂

京風雅便箋―表現社　　　化粧小物―左り馬

縮緬小物―くろちく　　　京つけものー西利

竹の匠―高野竹工

◇町家料理　鳥彌三―あざみ

◇手打ちそば・蕎麦料理―有喜屋

◇豆腐料理―有福

◇エスプレッソコーヒーの店―コロラドコーヒー

◇織屋直販店―ショップ西陣（順不同）

風呂敷ー上羽機業　　　　絹のれんー渡文　　

ネクタイー段下二郎　　　綴れグッズー暁山織物

西陣金襴ー岱崎織物　　　金襴・人形ーもりさん

◇ミュージアムショップ－便利堂

◇珈琲サロン（別館）－阿蘭陀館

（2）別館店舗一覧
◇Contemporary Art JARFO京・文博

◇アートギャラリー　arton

◇住遊生活―和座百衆　

◇Social Design Café soboro

（3）博和会・ろうじ行事
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8．2008（平成20）年度のあゆみ
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